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1 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん

　温泉地域の伝統料理『じゃぶ』が全国デビューです。11月 12・13 日に姫路市で開催
される「姫路食博 2011」への出店が決まり、「ゆむらじゃぶ　ひろめ隊」を結成して食
材選びや盛り付けなど試行錯誤を重ねています。食博では 1,200 食を提供することにして
おり、伝統の味に荒湯でゆでた温泉卵をトッピングして湯村温泉をＰＲします。邑橋裕恵
副隊長は「栄養バランスのとれたじゃぶ。自信を持って薦めたい。」と話していました。
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海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
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開
業
百
年

山
陰
線
浜
坂
駅

　

浜
坂
駅
と
居
組
駅
は
、
今
年
11
月
に
百
歳
を
迎
え
ま
す
。
開
業
百
年
を
記
念
し
て
、
11
月
13
日
（
日
）
に

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
試
乗
会
や
記
念
講
演
会
、
鉄
道
遺
産
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
な
ど
子
ど
も
か
ら
鉄
道
フ
ァ
ン
ま
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
ざ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。「
濱
坂
驛
」
と
深
紅
に
染
め
ら
れ
た
の
れ
ん
が
、
皆
さ
ん

を
お
迎
え
し
ま
す
。
誘
い
合
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。　
　

企
画
課　

企
画
政
策
係　

℡
82
‐
５
６
２
４

　

浜
坂
駅
は
明
治
44
年
（
１
９
１
１
）

11
月
10
日
に
山
陰
本
線
浜
坂
‐
岩
美
間

が
開
通
し
、
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

京
都
‐
出
雲
間
の
開
通
は
、
翌
45
年
3

月
の
余
部
鉄
橋
と
桃
観
ト
ン
ネ
ル
の
完

成
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

当
時
は
、
給
水
塔
や
転
車
台
、
石
炭

置
き
場
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
客
車
用
と

貨
物
用
と
で
６
番
線
も
あ
る
な
ど
山
陰

線
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
以
後
、
観
光
客
を
受
け
入
れ

る
玄
関
口
と
し
て
、
就
職
や
進
学
で
上

京
す
る
出
発
点
と
し
て
、通
勤
や
通
学
、

旅
行
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

交
通
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
い
、
町
の
に
ぎ
わ
い
の
場
と
し
て
も

住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
浜
坂
駅
で
す

が
、
現
在
は
自
動
車
な
ど
の
交
通
機
関

の
発
達
に
よ
り
、
鉄
道
離
れ
も
加
速
、

駅
利
用
者
も
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
公
共
交
通
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
証
拠
に
、
住
民
か
ら
駅

に
の
れ
ん
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
や
待
合
室

の
飾
り
つ
け
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
駅
を

大
切
に
思
う
心
は
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
駅
を
大
切
に
す
る
気
持
ち

を
受
け
て
平
成
20
年
、
町
は
駅
舎
内
に

鉄
道
グ
ッ
ズ
館
「
鉄
子
の
部
屋
」
を
開

設
。
Ｓ
Ｌ
の
銘
鈑
や
記
念
切
符
な
ど
の

貴
重
な
鉄
道
資
料
を
展
示
し
、
多
く
の

鉄
道
フ
ァ
ン
や
観
光
客
に
来
館
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

浜
坂
駅
開
業
百
年
を
一
つ
の
き
っ
か

け
に
し
て
、
鉄
道
と
い
う
公
共
交
通
機

関
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
利
用
促
進

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
写
真
上
は
下
田
英
郎
さ
ん
提
供
）

写真パネルや町の紹介が掲
示されている浜坂駅待合室

開業当時の浜坂駅
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11
月
13
日
（
日
）
は
Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
に
集
合
！

　　　　　　　   鉄道遺産めぐりツアー
　町内の鉄道遺産をめぐり、開業 100 年の歴史
を体感するツアーを行います。通常見られない遺
産をこの機会にぜひご覧ください。参加無料。
★とき　　　11月 13日（日）
　　　　　　　午前 10時 30分～午後 3時
★集合場所　ＪＲ浜坂駅
★内容　　記念講演を聴講
　　　　　桃観トンネル久谷駅側排気口、田君川……………
　　　　　ラチス鉄橋、浜坂駅給水塔、居組メガ
　　　　　ネトンネル　ほか
★募集人員　30名（先着順）
★応募締切　１１月４日（金）
★応募方法　参加希望者の住所、氏名、連絡先を
　電話かファクシミリでお知らせください。
★昼食あっせん　特製駅弁（お茶付き）1100 円
★その他　運動靴など歩きやすい靴で参加ください。
★問い合わせ　企画課　企画政策係
　　　　　　　℡ 82-5624　Fax82-3054

参加者募集
　

浜
坂
駅
開
業
百
年
を
記
念
し
て
、
次

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
い
ず
れ

も
参
加
無
料
。

　
（
詳
細
は
、
10
月
27
日
発
行
の
広
報

　

お
し
ら
せ
版
に
掲
載
し
ま
す
。）

☆
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
試
乗
会

　

石
炭
で
走
る
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
を
１
日
だ
け

運
行
し
ま
す
。

☆
記
念
講
演　
　
　
　

  

「
山
陰
本
線
浜
坂
駅
と　

　
　

そ
の
周
辺
の
こ
と
」

　

町
内
に
は
多
く
の
鉄
道
遺
産
が
あ
り

ま
す
。
専
門
家
か
ら
浜
坂
駅
と
そ
の
周

辺
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
す
。　

講
師　

岡
部
良
一
さ
ん

☆
鉄
道
遺
産
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

　

町
内
の
鉄
道
遺
産
を
訪
ね
ま
す
。

　
　
　
（
ガ
イ
ド
の
説
明
あ
り
）

☆
鉄
道
唱
歌
を
歌
お
う
！

　

昔
懐
か
し
い「
鉄
道
唱
歌
」（
浜
坂
編
）

◆
と
き　

11
月
13
日
（
日
）

◆
会
場　

Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
周
辺

◆
主
催　

新
温
泉
町
、
新
温
泉
町
交

　
　
　
　

通
政
策
研
究
会

を
披
露
し
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
歌
い
ま

せ
ん
か
。

☆
記
念
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

開
業
百
年
を
祝
う
記
念
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
何
が
も
ら
え
る
か

は
、
当
日
の
お
楽
し
み
で
す
。

記
念
写
真
に
ど
う
ぞ

　  

顔
出
し
看
板
を
新
調

　

町
は
、
浜
坂
駅
に
看
板
２
基
を
設

置
し
ま
し
た
。
駅
正
面
に
は
、
但
馬

牛
と
カ
ニ
、
ホ
タ
ル
イ
カ
を
デ
ザ
イ

ン
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
顔
が
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
「
顔
出
し

看
板
」
で
す
。
観
光
Ｐ
Ｒ
が
目
的
で

す
が
、
観
光
客
に
は
新
温
泉
町
を
訪

れ
た
思
い
出
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

は
家
族
の
楽
し
い
集
合
写
真
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、鉄
道
グ
ッ
ズ
館「
鉄

子
の
部
屋
」
へ
の
誘
導
看
板
。
レ
ト

ロ
な
書
体
で
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
デ

ザ
イ
ン
で
す
。

　

☆
特
製
駅
弁
の
あ
っ
せ
ん

　

開
業
百
年
を
記
念
し
て
、
特
製
駅

弁
（
お
茶
付
き
１
，
１
０
０
円
）
を

準
備
し
ま
す
。
昔
懐
か
し
い
ポ
リ

茶
瓶
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
ス
ク

リ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
プ
の
つ
い
た
茶
瓶
）

も
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
11
月
4
日
（
金
）

ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

浜
坂
駅
開
業
100
周
年
記
念
事
業
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故
郷
を
離
れ
て
六
十
年
に
も
な
る
。

大
正
期
の
浜
坂
し
か
知
ら
な
い
。

け
れ
ど
も
、
私
の
脳
裏
に
は
、
少
年

期
に
生
活
し
た
故
郷
の

心
像
が
鮮
明
に
刻
み
つ

け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

◇

太
陽
を
背
に
し
た
紺
碧

の
日
本
海

秋
、
ぐ
み
や
く
り
の
な

る
長
谷
の
牛
か
い
場

お
宮
の
椎
の
大
木

春
、
わ
か
め
を
採
っ
た

田
井
の
浜

夏
、
岩
場
で
の
貝
取
り

　
　
　

◇

家
の
前
を
流
れ
て
い
た

岸
田
川
の
印
象
は
特
に
強
い
。

水
害
で
家
財
す
べ
て
を
流
さ
れ
た
こ

と
。

泳
い
で
鮒
、ナ
マ
ズ
、ウ
ナ
ギ
を
取
っ

広報しんおんせん（10月号）
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宇
野
雪
村
は
、明
治
45
（
１
９
１
２
）

年
1
月
23
日
、
二
日
市
に
生
ま
れ
ま
し

た
。

　

昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
御
影
師
範

学
校
に
入
学
。上
田
桑
鳩
に
書
を
学
び
、

「
雪
村
」
と
号
し
ま
し
た
。
昭
和
15
年
、

東
京
に
出
て
上
田
桑
鳩
ら
と「
奎
星
会
」

を
結
成
し
、新
し
い
書
を
次
々
と
発
表
。

24
・
25
年
に
は
日
展
で
特
選
、
29
年
に

は
日
展
審
査
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
前
衛
書
へ
の
挑
戦
は
本
格

的
と
な
り
、
自
由
か
つ
大
胆
で
個
性
的

な
創
造
性
を
目
立
た
せ
て
い
き
ま
し

た
。
44
年
に
は
桑
鳩
を
つ
い
で
奎
星
会

の
代
表
と
な
り
、
前
衛
書
道
を
指
導
し

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
や
中
国
な
ど
で
海

外
展
も
開
催
。
特
に
、
中
国
で
は
雪
村

は
巨
匠
と
し
て
公
認
さ
れ
ま
し
た
。
59

年
に
は
毎
日
芸
術
賞
を
受
賞
し
、
大
東

文
化
大
学
教
授
や
毎
日
書
道
会
理
事
な

ど
も
務
め
ま
し
た
。

　

現
代
書
と
り
わ
け
前
衛
書
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
理
論
と
実
践
を
通
し
て
新

た
な
書
美
を
確
立
、
牽
引
し
、「
文
字

と
い
う
約
束
の
上
に
、
約
束
を
越
え
た

美
が
生
ま
れ
る
」
と
い
う
前
衛
書
の
理

念
も
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
7
（
１
９
９
５
）
年
、
83
歳
で

亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
独
自
の
世
界
を

作
り
上
げ
た
書
道
家
・
芸
術
家
と
し
て
、

国
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外
で
も
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
年
7
月
、
東
京
六
本
木
の
国
立
新

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
第
63
回
毎
日
書

道
展
で
、特
別
展
示
「
宇
野
雪
村
の
美
」

が
開
催
さ
れ
、
改
め
て
そ
の
功
績
が
顕

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

た
こ
と
。

そ
れ
ら
は
、
み
な
両
親
・
兄
弟
・
友

人
等
、
忘
れ
得
ぬ
人
々
の
交
わ
り
の

中
で
、
時
に
は
哀
し

く
、
時
に
は
歓
び
と

し
て
、
永
く
暖
め
て

き
た
ふ
る
さ
と
の
思

念
で
あ
る
。

私
の
ふ
る
さ
と
の
「
思

念
」
を
、
筆
と
紙
に
、

ぶ
っ
つ
け
て
み
た
く

て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　

◇

わ
が
父
祖
の
地
〝
ふ

る
さ
と
〟
が
永
久
に

栄
え
ら
れ
る
こ
と
を
、

た
だ
ひ
た
す
ら
に
こ

い
願
う
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野
雪
村

「
ふ
る
さ
と
讃
語
」
冊
子
よ
り
抜
粋

生
誕
百
年

宇
野
雪
村

現
代
書
芸
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
大
き
な
功
績　
　
　
　

　
　
　

宇
野
雪
村
賞
を
創
設
し
、
偉
大
な
先
人
を
顕
彰
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宇
野
雪
村
先
生
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
書
道
の
普
及
を
図
る
目
的
で
行
っ
て
い
る
「
宇
野
雪

村
賞
全
国
書
道
展
」
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
、
最
優
秀
の
宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
に

神
戸
市
の
寺
畑
瞳
さ
ん
の
作
品
「
誕
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
雪
村
先
生
生
誕
百
年
を
記
念
す
る
と
と
も
に
東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
祈
っ
て
文

字
を
選
び
、「
雪
」「
誕
」「
興
」
を
規
定
課
題
と
し
ま
し
た
。
外
国
か
ら
の
応
募
も
あ
り
、
一

般
の
部
１
，
１
８
１
点
、
学
生
の
部
４
６
３
点
、
合
計
１
，
６
４
４
点
と
過
去
３
番
目
に
な
り

ま
し
た
。

　

大
楽
華
雪
審
査
委
員
長
（
奎
星
会
会
長
）
は
、
入
賞
作
品
に
対
し
て
「
清
新
で
、
瑞
々
し
い
、

個
性
が
あ
ふ
れ
、
創
意
に
満
ち
た
文
字
造
形
、
力
強
い
筆
線
は
魅
力
的
で
あ
る
。」
と
講
評
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
先
人
記
念
館　

℡
82
‐
４
４
９
０

第
12
回
宇
野
雪
村
賞
全
国
書
道
展
の
入
賞
者
決
定

宇野雪村賞受賞  寺畑瞳さんの作品「誕」

生誕 100 年記念展　　　　　
～宇野雪村ふるさとへの想い～

　雪村先生がふるさとを想って書いた作品な
ど 30点を展示します。
◇とき　10月 2日（日）～ 11月３日（木）
　※木曜日休館（ただし、11月 3日は開館）
　※ 10 月 16 日（日）午後は、特別行事開
　　催のため鑑賞できません。
◇ところ　浜坂先人記念館

  生誕 100 年  記念講演
◇とき　10月 23日（日）午後１時～２時
◇ところ　浜坂多目的集会施設多目的ホール
◇演題　
「宇野雪村の業績とふるさと～兵庫・浜坂～」
　講師　奎星会名誉会長　菅野清峯さん

  第 12 回宇野雪村賞　　　　
　　   全国書道展入賞作品展

　宇野雪村賞作品など特別賞受賞作品 30点
を展示します。
◇とき　10月 23日（日）～ 26日（水）
◇ところ　浜坂多目的集会施設多目的ホール

  第９回新温泉町　　　　　　
　　　   小・中学生書作品展

　町教育長、奨励賞受賞作品 85点を展示し
ます。
＜浜坂会場…１＞
◇とき　10月 22日（土）～ 26日（水）
◇ところ　浜坂多目的集会施設　ロビー
＜浜坂会場…２＞
◇とき　10月 29日（土）～ 11月 16日（水）
◇ところ　浜坂先人記念館
＜温泉会場＞
◇とき　11月 22日（火）～ 30日（水）
◇ところ　町民センター１階農林研修室
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百
歳
こ
え
て
も
す
こ
や
か
に

高
齢
者
の
こ
こ
ろ
の
健
康
支
援
事
業
、
敬
老
祝
福
事
業
を
行
い
ま
し
た

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
９
月
６
日

か
ら
８
日
ま
で
関
西
国
際
大
学
の

学
生
ら
が
、
居
組
地
区
で
高
齢

者
の
生
活
上
の
不
安
な
ど
の

調
査
を
行
う
と
と
も
に
話
し

合
い
を
行
い
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
高
齢
者
の
こ
こ
ろ

の
健
康
支
援
事
業
と
し
て
町

が
兵
庫
県
と
共
催
で
行
っ
た

も
の
で
、
心
の
健
康
づ
く
り

（
心
理
学
）
と
ま
ち
づ
く
り

（
産
業
振
興
）
を
連
携
さ
せ
る

新
た
な
試
み
で
す
。

　

初
日
は
、
学
生
が
居
組
地
区

の
皆
さ
ん
と
対
面
し
、
地
区
の
視

察
。
学
生
ら
は
地
区
内
を
く
ま
な
く

歩
き
、
街
並
み
や
地
域
の
魅
力
、
生
活

を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
、

高
齢
者
一
人

ひ
と
り
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

し
、「
困
っ

て
い
る
こ

と
は
な
い

か
」「
安

心
し
て
生

活
で
き
る

か
」
な
ど
と

質
問
。
お
年

寄
り
の
不
安
や

生
き
が
い
な
ど

心
や
生
活
の
様
子

を
調
査
し
て
い
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
心
の
健
康
に
は
運
動

が
役
立
つ
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
椅
子
に
座
っ
た

ま
ま
で
で
き
る
体
操
を
行
い

ま
し
た
。
体
操
の
合
間
に

は
、
高
齢
者
が
学
生
た
ち

に
、
足
踏
み
ミ
シ
ン
や
洗

濯
板
を
使
っ
た
洗
濯
を
説

明
す
る
時
間
も
あ
り
、
昔

を
思
い
出
し
な
が
ら
身
振

り
手
振
り
で
教
え
る
こ
と

で
親
し
さ
を
増
し
て
い
ま
し

た
。
畑
仕
事
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
な
ど
で
体
を
動
か
し
て
い

る
人
は
う
つ
に
な
り
に
く
い
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
終
日
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
（
産
業

振
興
策
）
の
提
案
発
表
会
が
行
わ
れ
、

学
生
な
ら
で
は
の
奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
同
大
学
３
年
の
仲
間

勇
次
さ
ん
（
明
石
市
）
は
、
美
し
い
自

  

居
組
地
区
で
学
生
た
ち
と　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

心
と
命
を
支
え
る
地
域
づ
く
り

然
と
お
い
し
い
魚
、
た
く
さ

ん
い
る
猫
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
居
組
全
体
を
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
に
変
貌

さ
せ
る
こ
と
を
を
提

案
。「
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
い
い
人
が
多
い
。

居
組
を
第
二
の
ふ
る

さ
と
に
し
た
い
。」

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
住
民
は

「
学
生
の
新
し
い
視

点
で
の
ア
イ
デ
ア
は

目
か
ら
う
ろ
こ
だ
っ
た
。

参
考
に
し
た
い
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
２
月
24
日
に
居
組
地
区
で
、
学

生
た
ち
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
を

支
え
る
地
域
づ
く
り
」
の
提
案
・
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課
健
康
推
進
係

　
　

℡
99
‐
２
９
４
０
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９
月
15
日
、
岡
本
町
長
ら
が
町
内
最
高
齢
者

と
満
88
歳
の
１
０
９
人
、
金
婚
夫
婦
の
45
組
を

訪
問
し
、
祝
品
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
最
高
齢
者
は
介
護
老
人
保
健
施
設
に

入
所
さ
れ
て
い
る
山
本
こ
よ
さ
ん
（
栃
谷
）
104

歳
（
明
治
40
年
生
ま
れ
）
で
す
。
昨
年
に
引
き

続
き
２
回
目
の
最
高
齢
者
と
な
っ
た
山
本
さ
ん

は
、
町
長
か
ら
お
祝
い
の
花
束
と
お
茶
が
贈
ら

れ
る
と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
し
っ

か
り
し
た
口
調
で
お
礼
の
言
葉
を
話
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
満
面
の
笑
顔
で
「
万
歳
！
」
と

何
度
も
諸
手
を
挙
げ
て
喜
び
を
表
現
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

諸
寄
の
北
山
ま
さ
さ
ん
が
９
月
19
日
、
100
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
岡
本
町
長
か
ら
銅
板

の
祝
い
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
祝
い
の
た
め
に
帰
省
し
た
お
子
さ
ん
や
お

孫
さ
ん
の
ほ
か
、
一
緒
に
生
活
す
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
入
所
者
や
職
員
か
ら
も
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
、
金
色
の
頭
巾
と
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン

コ
を
着
た
北
山
さ
ん
は
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
し
っ
か
り
し
た
口
調
で
答
え
ら
れ

ま
し
た
。
長
生
き
の
秘
訣
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ

「
考
え
た
こ
と
が
な
い
。」
と
の
返
事
。
甘
い
も

の
が
好
物
と
い
う
こ
と
で
、
ご
家
族
が
紅
白
の

餅
を
準
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

敬
老
の
日
の
９
月
19
日
、
照
来
小
学
校
体
育
館
で
照

来
地
区
敬
老
会
が
行
わ
れ
、
約
１
７
０
人
が
出
席
し
て

長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
手
作
り
の
芸
能
や
交
流
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

照
来
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
平
成
20
年
か
ら
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
75
歳
以
上
の
お
年
寄
り
３
７
３

人
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
中
辻
出
身
の
湯
村
れ

い
子
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
あ
り
、
お
年
寄
り
は
唄
に

あ
わ
せ
て
手
拍
子
す
る
な
ど
ご
満
悦
の
表
情
で
し
た
。

　

照
来
地
区
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
代
表
の
中
山
秀
夫
さ
ん

（
多
子
）
が

出
席
者
を
代

表
し
て
「
私

た
ち
は
健
康

で
生
活
で
き

る
よ
う
日
々

努
力
し
、
後

生
の
手
本
に

な
ろ
う
と
毎

日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。」

と
お
礼
と
今

後
の
決
意
を

述
べ
ま
し

た
。

 

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す
敬
老
祝
福
事
業

　  

最
高
齢
者
は
山
本
こ
よ
さ
ん
104
歳

家
族
そ
ろ
っ
て
百
寿
の
お
祝
い

…

地
域
で
お
祝
い                           

 

　
　
　  

照
来
地
区
敬
老
会
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町政のうごきから
 

夢
が
丘
中
学
校
野
球
部
が
全
国
大
会
に
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
員
野
球
で
全
力
を
尽
く
す

　

夢
が
丘
中
学
校
野
球
部
が
9
月
22
日
か
ら
静
岡

市
で
開
催
さ
れ
た
「
文
部
科
学
大
臣
杯
第
2
回
全

日
本
少
年
春
季
軟
式
野
球
大
会
」
に
出
場
し
、
強

豪
相
手
に
善
戦
し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
の
近
畿
大
会
で
３
位
に
な
り
、
今
大

会
は
3
月
に
開
か
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
延
期
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
7
月
の
県
大
会
で
引
退
す
る
3
年
生
も
練

習
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
を
前
に
、
3
年
生
部
員
の
9
人
が
役
場
を

訪
れ
、
岡
本
町
長
に
一
人
ひ
と
り
が
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。坂
本
雄
祐
主
将
は「
自
分
の
力
を
百
パ
ー

セ
ン
ト
発
揮
し
た
い
。
最
後
の
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
ず
、
全
員
野
球
で
突
き
進
み
ま
す
。」
と
力
強

く
決
意
表
明
。
岡
本
町
長
は
、「
全
国
大
会
出
場

は
、
小
さ
な
町
の
大
き
な
快
挙
で
、
町
民
は
感
動

や
勇
気
を
も
ら
っ
た
。
町
を
挙
げ
て
応
援
し
て
い

る
。
健
闘
を
祈
る
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
全
国
33
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
夢
が
丘

中
学
校
は
23
日
、
青
森
県
代
表
の
平
賀
東
中
ク
ラ

ブ
と
対
戦
。
中
村
誠
投
手
は
4
安
打
に
抑
え
た
も

の
の
０
‐
３
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

　

地
元
か
ら
も
多
く
の
応
援
団
が
駆
け
つ
け
、
全

力
を
尽
く
し
た
生
徒
に
惜
し
み
な
い
拍
手
と
ね
ぎ

ら
い
の
こ
と
ば
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

全国大会での健闘を誓う夢が丘中学校の選手たち（役場）

しました。日本赤十字社では平成 24 年３月 31
日まで受付を行っています。
■義援金　9月 5日、浜坂走ろう会の中尾知二会
長らが役場を訪れ、
9月 4 日に実施した
第22回12時間チャ
リティマラソンで
募った義援金を寄託
されました。

  一日も早い復興を願って　東日本大震災

ご支援ありがとうございました
これからもご協力をお願いします
　新温泉町では被災された方々を支援するため、
義援金や支援物資の搬送、町職員の派遣を行って
います。今後も随時、支援を行う予定です。皆さ
まのご協力をお願いします。
　なお、役場での義援金受付は 9月 30日で終了
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町政のうごきから

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

浜坂温泉主配湯所塗替
塗装工事 浜坂

塗替塗装工　面積 480.7㎡
枠組足場　面積 311 掛㎡
移動式足場　面積 46㎡

4,305,000 …平成 23年 9月 1日～……平成 23年 10月 28日 水田建設㈱

新市浄水施設修繕工事 新市
管理棟修繕　1式
滅菌室修繕　1式
資材倉庫修繕　1式

4,725,000 …平成 23年 9月 1日～……平成 23年 10月 28日 ㈱三島組

町道三尾御崎線法面保
護工事 三尾

法面保護工　延長 48ｍ
モルタル吹付工　面積 65㎡
ブロック積工　面積 45㎡

2,992,500 平成 23年 9月 1日～……平成 23年 10月 31日 ㈱中村重機

生活基盤近代化（基幹
改良）整備事業　諸寄
簡易水道石綿管布設替
工事

諸寄

配水管布設工φ 150
　　延長 302.7 ｍ
仮設配管工　150 Ａ
　　延長 308.0 ｍ

18,900,000 平成 23年 9月 1日～……平成 23年 11月 30日 ㈱ヤマグチ

熊谷防火水槽設置工事 熊谷 防火水槽（40トン級）設置
1基 7,770,000 平成 23年 9月 1日～……平成 23年 12月 22日 藤田建設㈱

（平成 23年 8月 16日～平成 23年 9月 15日契約分）

　本町の消防団（西岡安雄団長 750 名）は、町民の生命と財産を守り、安全・安心のまちづく
りのため、日ごろから消防技術の向上と団員としての意識向上に努めています。
　8 月７日に温泉支団の夏期訓練（健康公園）、8 月 27 日に浜坂支団の消防大会（浜坂町漁業協
同組合駐車場）がそれぞれ支団ごとに行われ、日ごろの訓練で磨いた消防技術の正確さや速さを
競いました。9 月 24 日には第 12 回美方郡消防操法大会が浜坂町漁業協同組合駐車場で行われ、
町を代表して６つの分団が出場しました。

　各大会の成績は次のとおりです。（敬称略）
【温泉支団夏期訓練　成績】
　小型ポンプの部　　　優勝　　第 5分団
　　　　　　　　　　　準優勝　第 7分団
　ポンプ車の部　　　　優勝　　第 6分団
　規律の部　　　優勝　第 5分団　準優勝　第 2分団

【浜坂支団消防大会　成績】
　小型ポンプ操法の部　優勝　　第６分団三尾部
　　　　　　　　　　　準優勝　第 14分団居組部
　ポンプ車操法の部　　優勝　　第７分団大庭部
　　　　　　　　　　　準優勝　第２分団浜坂２部

【美方郡大会　成績】（敬称略）
　小型ポンプ操法の部　第 3位　浜坂支団 14分団
　　個人賞　中村庄三（指揮者・浜坂第６）、前田泰典（１
　　　　番員・浜坂第６）、池成均（２番員・温泉第７）
　ポンプ車操法の部　　準優勝　浜坂支団７分団　
　　個人賞　松森和也（１番員・浜坂第７）、山崎良浩（４
　　　　番員・浜坂第７）

　　　新温泉町消防団消防大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 初期消火の要　日ごろの訓練の成果を披露 ～

温泉支団の夏期訓練

浜坂支団の消防大会
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平
成
22
年
度
決
算
報
告

　
わ
が
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
22
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
と
10
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
で
、
歳

入
１
５
７
億
９
１
９
０
万
円
、
歳
出
１
５
１
億
８
９
５
５
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
引
き
、
23
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い
た
結
果
、

５
億
１
３
８
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
町
の
貯
金
に
あ
た
る

基
金
に
積
み
立
て
、
基
金
額
が
約
２
億
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
地
方
財
政
統
計
上
活
用
さ
れ
る
「
普
通
会
計
」
と
い
う
会
計
区
分

に
よ
り
、
22
年
度
の
決
算
・
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
歳
入
】

　

町
税
は
14
億
７
０
６
７
万
円
（
前
年

度
比
４
８
６
７
万
円
、
3.2
％
の
減
）、

全
体
の
約
13
％
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入

の
う
ち
最
も
大
き
な
も
の
は
地
方
交

付
税
で
、
51
億
８
３
０
７
万
円
（
同

５
億
３
８
６
３
万
円
、
11
・
6
％
の
増
）

と
全
体
の
約
47
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
国
に
よ
る
経
済

対
策
や
大
型
公
共
事
業
の
終
了
に

よ
り
、
８
億
１
０
３
６
万
円
（
同

７
億
１
７
０
万
円
、
46
・
４
％
の
減
）

と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
借
金
で
あ
る
町
債
は

13
億
４
１
４
０
円
（
同
11
・
８
％
の
増
）

借
り
入
れ
ま
し
た
。
水
道
事
業
に
対
す

る
出
資
債
と
臨
時
財
政
対
策
債
が
主
な

増
加
の
原
因
で
す
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
平
成
21
年
度
に
比

べ
て
３
億
９
８
０
万
円
（
2.9
％
）
増
加

し
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

歳
出
で
は
、
道
路
・
学
校
の
建
設
や

農
林
水
産
基
盤
整
備
な
ど
の
社
会
資
本

の
整
備
や
災
害
復
旧
事
業
な
ど
に
あ
た

る
投
資
的
経
費
が
14
億
９
５
９
９
万
円

（
前
年
度
比
22
％
の
減
）
と
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
の
経
済
対

策
、
地
域
活
性
化
生
活
対
策
臨
時
交
付

金
事
業
な
ど
が
終
了
し
た
た
め
で
す
。

　

維
持
補
修
費
は
、
豪
雪
に
な
っ
た
た

め
９
８
６
８
万
円
（
同
３
１
６
４
万

円
、
47
・
２
％
の
増
）
と
な
り
ま
し

た
。
扶
助
費
は
、
子
ど
も
手
当
の
支

給
開
始
、
豪
雪
対
策
助
成
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
予
防
接
種
助
成
な

ど
に
よ
り
７
億
５
７
８
５
万
円
（
同

２
億
１
４
４
７
万
円
、
39
・
5
％
の
増
）

と
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

　  

普
通
会
計
の
決
算
状
況

町税
14億 7,067 万円
13.4％

普通会計

歳入
110 億 778 万円

普通会計

歳出
104 億 4,700 万円

普通建設事業費
14億 7,826 万円
14.2％

物件費
14億 1,186 万円
13.4％

人件費
16億 6,923万円
16.0％

町債
13億 414 万円
11.8％

県支出金
8億 273 万円
7.3％

分担金及び負担金
1,363 万円
0.1％

国庫支出金
8億 1,036 万円
7.4％

諸収入
　4億 3,219 万円
　3.9％

財産収入・寄付金
2,987 万円
0.3％

補助費等
12億 7,058 万円
12.2％

扶助費
7億 5,785 万円
7.3％

公債費
16億 5,798 万円
15.9％

積立金
2億 4,072 万円
2.3％

投資及び出資金、貸付金
4億 5,535 万円
4.4％

災害復旧事業費
1,773 万円
0.2％

譲与税・交付金
3億 7,415 万円
3.4％

繰出金
13億 8,877 万円
13.3％

繰入金
7,034 万円
0.6％

町政のうごきから

地方交付税
51億 8,307 万円
47.1％

維持補修費
9,867 万円
0.9％

繰越金
1億 584 万円
1.0％

使用料及び手数料
4億 1,079 万円
3.7％
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年度区分 経常収支
比率

公債費
比率

起債制限
比率

実質公債費
比率

財政力
指数

実質収支
比率

平成 22年度 86.8 13.2 11.2 18.9 0.288 7.6

平成 21年度 91.3 15.6 12.4 18.9 0.314 1.0

平成 20年度 94.1 17.4 13.9 18.8 0.330 0.6

【 一般会計・特別会計 】 （単位：千円）

会　計　名
収益収支 資本収支

収 入 支 出 収 入 支 出

浜坂温泉配湯事業会計 50,180 39,234 2,802 4,410

水道事業会計 346,030 326,368 273,507 385,442

公立浜坂病院事業会計 1,215,858 1,348,336 217,138 215,830

【 企業会計 】 （単位：千円）

◆財政構造 （単位：％）

　

経
常
収
支
比
率
は
、
86
・
８
％
で
前

年
度
に
比
べ
て
4.5
％
改
善
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
要
因
は
、
分
母
と
な
る
普
通

交
付
税
が
大
幅
に
増
加
し
た
ほ
か
、
分

子
と
な
る
人
件
費
や
公
債
費
な
ど
を
押

え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
（
平
成
22

年
度
ま
で
の
３
ヵ
年
平
均
）は
18
・
９
％

と
昨
年
度
と
同
率
に
な
り
ま
し
た
。

会　　計　　名 歳入総額（A）歳出総額（B）（A) － (B） 翌年度に繰り
越すべき財源 実質収支

一 般 会 計 10,928,706 10,384,078 544,628 88,570 456,058
特 別 会 計 4,863,195 4,805,474 57,721 0 57,721

国民健康
保険事業

事業勘定 1,896,725 1,867,768 28,957 0 28,957
照診施設勘定 41,276 41,276 0 0 0
八診施設勘定 50,039 50,038 1 0 1
歯科診施設勘定 58,760 58,759 1 0 1

老人保健事業 482 482 0 0 0
後期高齢者医療事業 185,499 183,870 1,629 0 1,629
介護保険事業 1,380,187 1,377,715 2,472 0 2,472
浜坂地区残土処分場事業 56,282 43,690 12,592 0 12,592
温泉地区残土処分場事業 63,860 62,200 1,660 0 1,660
コミュニティ ･プラント事業 103,099 101,202 1,897 0 1,897
簡易水道事業 28,843 26,018 2,825 0 2,825
七釜温泉配湯事業 17,154 13,566 3,588 0 3,588
下水道事業 980,989 978,890 2,099 0 2,099

合　　　計 15,791,901 15,189,552 602,349 88,570 513,779

　

人
件
費
は
給
与
の
引
き
下
げ
や
欠
員

補
充
を
抑
制
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

６
１
４
２
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
物
件
費
は
、
電
算
機
器
の
更
新
な

ど
に
よ
り
14
億
１
１
８
６
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

借
入
金
返
済
に
あ
た
る
公
債
費
は
、

16
億
５
６
９
８
万
円
（
同
0.5
％
の
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

【
町
債
と
基
金
】

　

平
成
22
年
度
末
の
町
債
残
高
は
、

１
４
６
億
４
９
８
万
円
と
な
り
、
前
年

度
末
に
比
べ
１
億
１
６
１
９
万
円
減
少

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
金
の
残
高
は
、
12
億
８
３

０
８
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ

２
億
２
３
５
１
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
　
財
政
構
造
の
分
析
　

　平成 22 年度決算の詳細は、役場
と温泉総合支所で閲覧できるほか、
町ホームページに掲載しています。
▶問い合わせ　総務課 財政係　
 　　　　　　　℡ 82-3111

町政のうごきから

用 語 解 説
普通会計　地方財政統計上統一的に用
いられる会計区分。新温泉町では、
一般会計、浜坂地区残土処分場事
業会計、温泉地区残土処分事業会
計、コミュニティプラント事業会
計の４会計をいう。

経常収支比率　町税、地方交付税を中
心とする経常一般財源が、人件費、
扶助費、公債費のような義務的経
費にどの程度消費されているかに
よって、財政構造の弾力性を判断
するもの。

公債費比率　公債費（町債の元利償還
に必要な経費）に充当された一般
財源の一般財源総額に占める割合。

起債制限比率　地方債の許可制限に係
る指標として地方債許可方針に規
定されたもの。20％以上なら起債
制限が適用される。

実質公債費比率　地方債の許可制度が
協議制度に移行したことに伴う新
たな指標。25％以上 35％未満の団
体は一部起債の制限を受け、35％
以上の団体は大幅な起債制限を受
ける。

財政力指数　地方交付税法の規定によ
り算出された数値の過去３ヵ年の
平均値で、財源の余裕度を判断す
るもの。

実質収支比率　標準財政規模に対する
実質収支額の割合をいう。

※経常収支比率、公債費比率、起債制限比率、実質公債費
比率は低い方が良いが、実質収支比率、財政力指数は大
きい方が良い。
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指
標
か
ら
み
る
財
政
状
況

　                   (

財
政
健
全
化
判
断
比
率
等)

資
金
不
足
比
率
の
概
要

資
金
不
足
比
率

⇨
公
立
浜
坂
病
院
事
業
会
計
に
２
・

４
％
（
基
準
は
20
％
）
の
資
金
不
足

が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
他
の
事
業
に

は
資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
に
お
け
る
公
営
企
業
会
計
ご
と

の
資
金
の
不
足
額
の
事
業
の
規
模
に
対

す
る
比
率
で
す
。

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企

業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規

模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
態

の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い

え
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
町
の
財

政
状
況
を
判
断
す
る
た
め
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
呼

ば
れ
る
４
つ
の
指
標
と
資
金
不
足
比
率
を
決
算
時
に
算
定
し
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
毎
年
度
、
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公

表
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
決
算
で
は
、
す
べ
て
の
指
標
で
国
が
定
め
る
基

準
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

①
実
質
赤
字
比
率

⇨
赤
字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

⇨
平
成
21
年
度
と
同
率
の
18
・
９
％
で
、

基
準
の
25
％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

⇨
連
結
実
質
赤
字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
将
来
負
担
比
率

⇨
平
成
21
年
度
の
１
７
６
・
８
％
か
ら

１
７
４
・
３
％
に
低
下
し
、
基
準
の

３
５
０
％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た

実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模
（
町
の

標
準
的
な
状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
経
常
的
一
般
財
源
の
規
模
を
示

す
も
の
）
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等
を
行

う
町
の
一
般
会
計
等
の
赤
字
の
程
度
を

指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合

い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
を
含
む
町
の
全
会

計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
又
は
資

　

地
方
公
社
や
損
失
補
償
を
行
っ
て
い

る
出
資
法
人
等
に
係
る
も
の
も
含
め
、

町
の
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き

実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
を
基

本
と
し
た
額
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
の
借
入
金
（
地
方

債
）
や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ

る
負
担
等
の
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標

化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性

の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元

利
償
還
金
及
び
準
元
利
償
還
金
の
標
準

財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額

※

に
対
す
る

比
率
で
す
。

　

借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済
額
及
び

こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化

し
、
資
金
繰
り
の
程
度
を
示
す
指
標
と

も
い
え
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
の
実

質
公
債
費
比
率
は
、
起
債
に
協
議
を
要

す
る
団
体
と
許
可
を
要
す
る
団
体
の
判

定
に
用
い
ら
れ
る
地
方
財
政
法
の
実
質

公
債
費
比
率
と
同
じ
で
す
。

※
標
準
財
政
規
模
か
ら
元
利
償
還
金
等

に
係
る
基
準
財
政
需
要
額
算
入
額
を

控
除
し
た
額
（
将
来
負
担
比
率
に
お

い
て
同
じ
）

　

こ
の
４
つ
の
指
標
に
は
、「
早
期
健

全
化
基
準
」（
黄
信
号
）
と
「
財
政
再

生
基
準
」（
赤
信
号
）
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
指
標
の
う
ち
１
つ
で
も
国
の

定
め
る
基
準
を
超
え
る
と
早
期
健
全
化

団
体
と
な
り
、
外
部
監
査
制
度
の
導
入

や
財
政
健
全
化
計
画
等
の
策
定
義
務

な
ど
が
課
せ
ら
れ
、
国
・
県
の
関
与
の

も
と
財
政
健
全
化
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
の
概
要

金
の
不
足
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率
で
す
。

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合

算
し
、
町
全
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
町
全
体
と
し
て
の
財
政

運
営
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と

も
い
え
ま
す
。
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用語解説
健全化判断比率　　実質赤字比率、連結実質赤字比率、
実質公債費比率及び将来負担比率の４つの財政指標の
総称

一般会計等　　地方公共団体財政健全化法における実質
赤字比率の対象となる会計で、地方公共団体の会計
のうち、地方公営事業会計以外のもの

実質赤字額　　当該年度に属すべき収入と支出との実質
的な差額をみるもので、形式収支から、翌年度に繰
り越すべき継続費逓次繰越や繰越明許費繰越等の財
源を控除した額

標準財政規模　　地方公共団体の標準的な状態で通常収
入されるであろう経常的一般財源の規模を示すもの
で、標準税収入額等に普通交付税を加算した額

公営企業（法適用企業・法非適用企業）　　地方公共団
体が経営する企業。本町は、水道事業や浜坂温泉配
湯事業、公立浜坂病院事業の 3事業がある。

資金の不足額　　公営企業ごとに資金収支の累積不足額
を表すもの

早期健全化基準　　地方公共団体が、財政収支が不均
衡な状況その他の財政状況が悪化した状況において、
自主的かつ計画的にその財政の健全化を図るべき基
準として定められた数値

財政再生基準　　地方公共団体が、財政収支の著しい不
均衡等により自主的な財政の健全化を図ることが困
難な状況において、計画的にその財政の健全化を図
るべき基準として定められた数値

経営健全化基準　　地方公共団体が、自主的かつ計画
的に公営企業の経営の健全化を図るべき基準として、
資金不足比率について定められた数値

１．健全化判断比率 （単位：％）
健全化判断

比率区分
平成 22 年度

決　算
早期健全化

基　準
財政再生

基　準
実質赤字比率 － 14.12 20
連結実質赤字比率 － 19.12 35
実質公債費比率 18.9 25 35
将来負担比率 174.3 350
※実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は、「－」と
記載しています。

３．新温泉町の健全化判断比率及び資金不足比率の状
況
　新温泉町の全ての会計は、早期健全化基準及び経営
健全化基準未満であり、財政は健全な状態です。

―問い合わせ―
総務課　財政係

　℡８２‐３１１１

２．資金不足比率 （単位：％）

特別会計の名称 平成 22 年度
決　算

経営健全化
基　準

浜坂温泉配湯事業会計 － 20
水道事業会計 － 20
公立浜坂病院事業会計 2.4 20
簡易水道事業特別会計 － 20
下水道事業特別会計 － 20
七釜温泉配湯事業特別会計 － 20
※資金不足が生じていない場合は、「－」と記載しています。

健全化判断比率等の対象となる会計
健全化判断比率等の対象となる会計の範囲を図示すると、以下のとおりです。

町

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

一般会計 一般会計等

特別会計
公営事業
会計

一部事務組合・広域連合

地方公社・第三セクター等

※公営企業
　会計ごと
　に算定

うち
公営企業
会計

資
金
不
足

　
　

比
率
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ご
み
の
出
し
方
、
処
分
の
方
法
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ご

み
に
関
す
る
代
表
的
な
質
問
と
、
そ
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
民
課　

生
活
環
境
係　

℡
82
‐
５
６
２
１

 
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
め
ざ
し
て
（
中
）

　

み
ん
な
で
考
え
よ
う
ゴ
ミ
の
こ
と

■
危
険
ご
み

■
粗
大
ゴ
ミ

紙
製
容
器
包
装
の
指
定
ご
み
袋

は
何
を
入
れ
る
の
？

紙
マ
ー
ク
の
付
い
た
紙
製
品
及

び
、
包

装
紙
や
紙
袋

等
が
対
象
で

す
。

　
　
段
ボ
ー
ル
、

紙
パ
ッ
ク
は
、
袋
に
入
れ
ず
に
十
字

に
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
新
聞

紙
・
雑
誌
は
資
源
ご
み
回
収
等
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
著
し
く
汚
れ
て

い
る
紙
類
は
、
燃
え
る
ご
み
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。）

割
れ
た
蛍
光
管
の
出
し
方
は
？

そ
の
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
持
ち
込
む

際
の
袋
等
は
燃
え
る
ご
み
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。）

■
そ
の
他

■
紙
製
容
器
包
装

■
処
理
の
困
難
な
も
の

問答
電
気
ゴ
タ
ツ
の
出
し
方
は
？

電
気
ゴ
タ
ツ
と
天
板
、
ベ
ッ
ト

と
マ
ッ
ト
レ
ス
の
よ
う
に
購
入

時
に
一
体
で
販
売
し
て
い
る
も
の

は
、
ヒ
モ
等
で
ま
と
め
る
と
、
粗
大

ご
み
シ
ー
ル
一
枚
で
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

冷
風
機
は
粗
大
ご
み
で
出
せ
ま

す
か
？

フ
ロ
ン
ガ
ス
使
用
機
種
以
外
は

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
取
扱
事
業
者
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

問答

問答

問

答

問答 問答

問答

使
い
切
っ
た
ラ
イ
タ
ー
は
燃
え

る
ご
み
で
す
。

　
　
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
十

分
気
を
付
け
て
ガ
ス
を
抜
き
、
分
別

が
可
能
な
場
合
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

部
品
は
燃
え
る
ご
み
で
、
金
属
部
は

そ
の
他
カ
ン
金
属
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。

廃
タ
イ
ヤ
や
家
電
製
品
の
出
し

方
は
？

廃
タ
イ
ヤ
及
び
家
電
製
品
（
冷

蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
・

室
外
機
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
等
）

は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
販
売
店
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
み

は
、
回
収
時
間
が
過
ぎ
た
ら
回

収
し
ま
せ
ん
か
？

当
日
の
道
路
事
情
等
に
よ
っ
て

回
収
時
間
が
遅
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
が
、
必
ず
回
収
し
ま
す
。

と
き
ど
き
、
不
適
切

な
分
別
や
回
収
後
に

ご
み
を
出
さ
れ
る
な
ど
、
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
決

め
ら
れ
た
時
刻
ま
で
に
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　 お
願
い

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の
出
し
方

は
？

新温泉町ごみに関するアン
ケート調査の協力へのお礼
　
アンケート結果を現在取

りまとめています。結果は
後程お知らせします。
　ご協力ありがとうござい
ました。　
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田
の
あ
ぜ
や
、
畑
の
草
は
そ
の

場
で
燃
や
せ
ま
す
か
？

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
特
例
と
し
て
、

　
①
農
林
業
・
漁
業
を
営
む
た
め
に
や

む
を
得
な
い
樹
木
や
わ
ら
等
の
焼
却

　
②
災
害
防
止
に
必
要
な
樹
木
等
の
焼

却
　

　
③
と
ん
ど
焼
き
等
の
慣
習
に
よ
り
行

わ
れ
て
る
焼
却
　

　
に
限
り
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
そ
の
際
に
紙
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
の
「
ご
み
」
を
一
緒
に
焼

却
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問答

お
願
い
あ
ぜ
焼
き
等
の
自
然

物
を
焼
却
す
る
場
合

は
、
周
囲
の
民
家
・
交
通
等
に
十
分

配
慮
し
、
火
災
の
発
生
等
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
ま
た
、
大
量
の
煙
が
発
生
す
る
場

合
は
、
火
災
と
間
違
え
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
事
前
に
美
方
広
域
消

防
本
部
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

…　

※
届
出
書
は
役
場
に
も
あ
り
ま
す
。

発泡スチロール試験回収のお知らせ
　ごみステーションで回収しますので、８時まで
に持ち込んでください。
◆とき　１０月３０日（日）
◆回収するもの　家庭からでる発泡スチロール
◆出し方　袋（紙製、肥料用を除く）に入れるか、
　　ひも等でまとめて出してください。
詳しくは、10月13日付チラシを確認してください。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

  

か
ら
の
お
願
い

　
…

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
受
付
時
間
は
、
平
日
の

午
前
9
時
～
午
後
４
時
（
昼
の
正
午
～

午
後
１
時
を
除
く
）
で
す
。

　

土
・
日
・
祝
日
の
直
接
持
込
み
は
受

け
付
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。（
年
末
年
始
の
持
込
み
は
そ
の

都
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

　

ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み

ピ
ッ
ト
は
可
燃
ご
み
以
外
は
投
入
で
き

ま
せ
ん
。
直
接
持
ち
込
む
場
合
で
も
分

別
の
徹
底
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　

▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡
82
‐
１
５
７
１

　
　

▽
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡
82
‐
４
８
６
０

犬や猫の飼い主の方へ

ルールを守って大切に飼いましょう

　ペットを飼う前は、最後
まで面倒が見られるのか
しっかり判断し、途中で見
捨てることのないように、
責任を持って飼いましょ
う。
　特に、犬を飼う場合は、
町への届出（鑑札）や予防
接種などの責任がありま
す。愛情をもって接すると
同時に、外出時のフンの始
末やリードの着用など、周
囲への配慮やルールを守る
ことが大切です。

項　目 犬 猫
飼い始めの
　町への届出
　　　　　（鑑札） ○ ×

法定の予防接種（狂犬病など） ○ ×

繁殖が必要でない場合の去勢など △ △

飼い主の転居等に伴う転出・転入届 ○ ×

迷い犬・猫の行政機関への届出 ○ ×

引取り窓口 豊岡健康福祉事務所
℡ (0796）26-3666

豊岡健康福祉事務所
℡ (0796）26-3666
新温泉町役場
℡ 82-5621

生きものを飼い続ける愛情と責任 絶対必要

　　○：必要（義務）　　△：好ましい　　×：不要
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町政のうごきから

　

9
月
25
日
、
第
18
回
但
馬
〝
牛
ま
つ

り
〟
が
県
立
牧
場
公
園
で
開
催
さ
れ
、

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
県
内
外
か

ら
1
万
8
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
会
場

と
な
っ
た
県
立
但
馬
牧
場
公
園
は
、
但

馬
牛
を
テ
ー
マ
に
し
た
多
彩
な
催
し
と

山
海
の
味
覚
が
提
供
さ
れ
、
終
日
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
は
歌
長
太
神
楽
で
開
幕
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
酒
づ
く
り
唄
や
丹
土

は
ね
そ
踊
り
、
海
賊
戦
隊
ゴ
ー
カ
イ

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
但
馬
牛
○
×
ク
イ
ズ

な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　

但
馬
ビ
ー
フ
の
ミ
ニ
ス
テ
ー
キ
コ
ー

ナ
ー
に
は
待
ち
時
間
1
時
間
以
上
の
長

蛇
の
列
が
で
き
た
ほ
か
、
但
馬
ビ
ー
フ

を
使
っ
た
う
ど
ん
や
牛
め
し
、
コ
ロ
ッ

ケ
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

造
形
物
＆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
ン
テ

ス
ト
に
は
６
組
が
出
場
。
趣
向
を
凝
ら

し
た
牛
の
造
形
物
と
踊
り
、
芝
居
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
夢
が
丘
中
学
校

吹
奏
楽
部
は
息
の
合
っ
た
マ
ー
チ
ン
グ

を
披
露
し
、
会
場
を
埋
め
つ
く
す
観
客

か
ら
喝
さ
い
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

第
18
回
但
馬

“牛
ま
つ
り
”

　
　
　
但
馬
ビ
ー
フ
を
食
べ
て
、
モ
～
っ
と
元
気
に
な
ろ
う
！

「日本酒まつり」会場では、但馬杜氏
自慢の日本酒のきき酒が行われた

パフォーマンスの部最優秀賞に輝いた子供八田太鼓

よさこいソーラン踊りを披露する浜坂高校クリンクリン（造形物の
部最優秀賞）突然踊りだした牛の造形物にどよめきが起こった

但馬農業高校の生徒らによる牛車を使った花嫁行列

ミニステーキは「やわらか
くてほっぺが落ちそう」
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【 

種
牛
の
部
１
部 

】（
今
年
１
月
か
ら
３
月
末
生
ま
れ
の
メ
ス　

40
頭
）

　

一
等
賞　

一
席　

み
や
ふ
く
２　
　
　

春
来
・
田
中
房
夫

　
　
　
　
　

二
席　

ふ
く
み　
　
　
　
　

飯
野
・
中
井
丈
文

　
　
　
　
　

三
席　

き
よ
ひ
ろ
２　
　
　

多
子
・
竹
下
与
輔

　
　
　
　
　

四
席　

き
く
ま
る　
　
　
　

岸
田
・
田
中
孝
広

　
　
　
　
　

五
席　

み
つ
よ
し　
　
　
　

飯
野
・
中
井
豊
枝

　
　
　
　
　

六
席　

あ
き
ひ
め　
　
　
　

飯
野
・
中
井
丈
文

　
　
　
　
　

七
席　

ひ
ろ
ふ
く　
　
　
　

塩
山
・
田
中
博
和

【 

種
牛
の
部
２
部 
】（
今
年
４
月
か
ら
５
月
末
生
ま
れ
の
メ
ス　

24
頭
）

　

一
等
賞　

一
席　

ゆ
き
み
９　
　
　
　

中
辻
・
西
幸
正

　
　
　
　
　

二
席　

ふ
く
て
る　
　
　
　

諸
寄
・
大
田
好
雄

　
　
　
　
　

三
席　

な
な
ひ
め
５
の
７　

丹
土
・
西
坂
嘉
津
美

　
　
　
　
　

四
席　

よ
し
え
７　
　
　
　

海
上
・
植
田
秀
作

【…

肉 

用 

牛 

の 

部 

】   （
概
ね
７
月
末
ま
で
に
去
勢
し
た
牛　

15
頭
）

　

金　

賞　

一
席　

菊
福　
　
　
　
　
　

海
上
・
植
田
秀
作

　
　
　
　
　

二
席　

福
照　
　
　
　
　
　

飯
野
・
村
尾
高
司

　
　
　
　
　

三
席　

芳
月　
　
　
　
　
　

塩
山
・
山
本
智
明

　
　
　
　
　

四
席　

芳
盛
１　
　
　
　
　

多
子
・
中
西
円
吉

　
　
　
　
　

五
席　

桃
福　
　
　
　
　
　

諸
寄
・
大
田
好
雄

H23（2011）.10.13

広報しんおんせん（10月号）

町政のうごきから

―
問
い
合
わ
せ
―

　

農
林
水
産
課　

畜
産
係

　
　

℡…

82
‐
５
６
２
６

　

種
牛
の
部
︿
１
部
﹀
で
一
等
賞
一

席
に
選
ば
れ
た
「
み
や
ふ
く
２
号
」

を
育
て
た
田
中
房
夫
さ
ん
（
春
来
）

は
、「
８
頭
目
に
し
て
授
か
っ
た
雌

牛
。
大
き
な
声
も
上
げ
ず
、
愛
情
込

め
て
始
終
触
れ
て
育
て
ま
し
た
。
自

家
保
留
し
て
い
い
子
牛
を
生
ま
せ
た

い
。
う
れ
し
い
で
す
。」
と
喜
び
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
６
回
町
子
牛
共
進
会
が
９
月
15
日
、
歌
長
の
美
方
郡
農
村
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。
和
牛
改
良
と
畜
産
振
興
へ
の
意
欲
向
上
な
ど
を
め
ざ
し
て
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
１
月
か
ら
５
月
末
ま
で
に
生
ま
れ
た
79
頭
が
、
体
（
頭
、
胴
、
脚
）
の
バ

ラ
ン
ス
や
発
育
状
況
、
皮
膚
、
毛
並
み
な
ど
の
審
査
を
受
け
ま
し
た
。
審
査
員
長
の
南
部

雄
二
・
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
畜
産
課
長
か
ら
「
管
理
が
行
き
届
い
て
発
育
も
よ
く
、
月
齢
に
対
し

て
体
積
が
あ
る
子
牛
に
育
っ
て
い
る
。」
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

第
6
回
町
子
牛
共
進
会
を
開
催

　
　
管
理
が
行
き
届
き
、
発
育
の
い
い
子
牛
で
す

　
　

　

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
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1 

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
視
点

︿
大
課
制
の
一
部
採
用
に
よ
る
課
の
総

合
力
ア
ッ
プ
﹀

▪
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、
健

康
課
と
福
祉
課
を
統
合
し
て
「
健
康
福

祉
課
」
を
設
置
し
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
施
策
の
一
体
的
推
進
及
び
関
係
窓
口

の
一
本
化
を
図
る
。

▪
支
所
を
「
地
域
振
興
課
」
の
１
課
体

制
に
し
て
、
支
所
内
の
協
力
体
制
を
更

に
向
上
さ
せ
効
率
化
及
び
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
。

︿
所
管
業
務
見
直
し
に
よ
る
業
務
執
行

体
制
の
強
化
・
効
率
化
﹀

▪
現
行
の
学
校
教
育
課
の
業
務
と
福
祉

課
所
管
の
保
育
所
等
の
子
育
て
関
係
業

務
を
所
管
す
る
「
こ
ど
も
教
育
課
」
を

…

少
数
精
鋭
の
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
組
織
・
機
構
の
構
築
を
目
指
し
た
　

　
　 

町
の
組
織
・
機
構
の
見
直
し(

案)

を

  

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

教
育
委
員
会
に
設
置
し
、
子
ど
も
の
育

成
（
保
育
・
教
育
）
に
関
わ
る
部
門
の

連
携
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
心
豊
か
に
育
つ
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
。

▪
人
権
推
進
室
業
務
（
人
権
擁
護
委
員

関
係
業
務
を
除
く
。）
を
教
育
委
員
会

の
「
生
涯
教
育
課
」（
社
会
教
育
課
を

名
称
変
更
）
の
所
管
と
し
、
人
権
啓
発

及
び
人
権
教
育
事
務
の
一
体
的
推
進
並

び
に
人
権
文
化
創
造
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
体
制
強
化
を
図
る
。

︿
窓
口
関
係
課
の
連
携
﹀

▪
町
民
課
を
総
合
窓
口
と
し
て
役
場
庁

舎
一
階
の
自
動
ド
ア
正
面
に
設
置
し
、

役
場
庁
舎
案
内
を
兼
ね
る
と
と
も
に
、

　

町
で
は
、
町
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
平
成
22
年
２
月
に
策
定
し
た
「
第

２
次
新
温
泉
町
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
厳
し
い
財
政
状
況
や
定
員

の
適
正
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
組
織
・
機
構
の
見
直
し
方
針
」
に
基
づ
き
、「
平
成

24
年
度
組
織
・
機
構
見
直
し
内
容（
案
）」を
策
定
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

見
直
し
の
視
点
と
案
の
主
な
内
容

税
務
課
及
び
「
健
康
福
祉
課
」
と
の
業

務
連
携
を
進
め
、
窓
口
部
門
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
。

▪
支
所
の
税
、
戸
籍
、
国
保
、
福
祉
担

当
を
地
域
振
興
課
「
住
民
係
」
と
し
て

統
合
し
、
一
つ
の
窓
口
で
ほ
と
ん
ど
の

用
件
を
済
ま
せ
ら
れ
る
よ
う
係
内
の
連

携
を
図
る
。

　

2 

職
員
数
削
減
へ
の
対
応
の
視
点

︿
職
員
配
置
の
弾
力
的
運
用
・
業
務
量

調
整
機
能
強
化
﹀

▪
１
人
体
制
と
な
っ
て
い
る
係
を
他
の

係
と
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
縦
割
行

政
の
弊
害
を
是
正
す
る
。

▪
課
内
の
係
を
統
合
し
て
、
基
本
的
に

は
１
係
３
人
以
上
の
体
制
と
し
、
係
の

総
合
力
ア
ッ
プ
を
図
る
。（
今
後
、
事

務
事
業
の
見
直
し
、勧
奨
退
職
の
推
進
、

退
職
者
不
補
充
な
ど
に
よ
る
職
員
数
の

減
少
と
と
も
に
係
員
の
数
の
見
直
し
を

進
め
る
。）

▪
管
理
職
に
よ
る
課
内
の
調
整
機
能
を

働
か
せ
、
柔
軟
な
業
務
遂
行
及
び
職
員

間
の
業
務
補
完
を
進
め
る
。

　

3 

本
庁
と
支
所
の
機
能
見
直
し
の
視
点

︿
本
庁
と
支
所
の
機
能
分
担
﹀

▪
支
所
の
振
興
課
所
管
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
、
産
業
建
設
課
各
係
の
窓
口
業
務
を

除
く
業
務
（
支
所
に
は
住
民
相
談
受
付

可
能
な
職
員
を
配
置
）
及
び
教
育
委
員

会
分
室
の
業
務
（
一
部
は
温
泉
公
民
館

に
所
管
換
え
）
を
本
庁
に
集
約
し
、
合

併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
た
組
織
に
見
直
し
を
行
う
。

▪
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室
を
支
所
の

地
域
振
興
課
「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
係
」

と
し
、
業
務
の
効
率
化
と
停
波
等
へ
の

　

次
の
三
つ
の
視
点
か
ら
組
織
・
機
構

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

1
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
視
点

2
職
員
数
削
減
へ
の
対
応
の
視
点

3
本
庁
と
支
所
の
機
能
見
直
し
の
視
点…

　
　

   来年 4 月 1 日
実施予定
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組
織
・
機
構
見
直
し
内
容
（
案
）
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
を
募
集
中

　　行財政改革　平成 22 年度実績
　将来にわたる強固な財政基盤と住民満足度の高い行政
体制を確立するため、平成 22 年２月に平成 22 年度か
ら５年間の行財政改革の指針となる第２次行財政改革大
綱を策定し、「住民の参画と協働」を基本姿勢として、
４つの柱に基づき取組を展開しています。

　
　平成 22年度は、第 1次の行財政改革大綱からの継続
項目を中心に職員数の適正化、事務事業の評価・見直し
などを行うとともに、新たに各課横断的なプロジェクト
チーム（行政組織検討チーム）を組織し、行政組織・機
構の見直しの調査検討に着手しました。
　実施項目は119項目あり、そのうち106項目（89.1％）
が概ね計画どおり進んでいます。また、効果額は、約
６千９百万円で、64.2％の達成率となっています。
　効果額の主なものは、定員適正化計画に基づいた職員
数の適正化で、職員数の削減により約８千１百万円の効
果額となっています。計画に対し実績が少なかったもの
としては、物件費の節減、未利用地の売却処分が計画ど
おり効果が上がらず、効果額未達成の要因となっていま
す。

■平成 22 年度行財政改革実績効果額の主な内容　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　　　　　　　　　―問い合わせ―
　　　　総務課　行政改革推進係　℡ 82‐ 3111

項　　目 効 果 額
１ 住民の参画と協働の推進 ―
２ 財政健全化の推進 △ 11,954

経費の削減と財政の健全化 △ 17,960
自主財源の確保 3,255
使用料・手数料の適正化 △ 87
公営企業等の経営健全化 2,838

３ 効率的で質の高い行政運営の推進 81,271
定員管理と給与等の適正化 81,271

４ 行政サービスの向上と新時代の行政の推進 △ 196
住民の視点に立った行政の運営 △ 274
行政手続きの簡素化と住民の利便性の向上 78

合　　　計 69,121

平成 22 年度 実施項目数及び
計画効果額

計画達成・概ね達成
項目数及び実績効果額 達成率

推進状況 119 項目 106 項目 89.1%

効 果 額 1 億 770 万 1 千円 6,912 万１千円 64.2% 　

町
で
は
、「
平
成
24
年
度…

組
織
・
機

構
見
直
し
内
容
（
案
）」
を
策
定
し
ま

し
た
の
で
、
新
温
泉
町
町
民
政
策
コ
メ

ン
ト
制
度
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、
そ
の

内
容
を
公
表
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
案
件
名　

平
成
24
年
度…

組
織
・
機

構
見
直
し
内
容
（
案
）

◇
資
料
の
公
表

　

総
務
課
又
は
温
泉
総
合
支
所
振
興
課

で
の
閲
覧
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

◇
意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名
を
明
記
の
上
、
総
務
課

又
は
温
泉
総
合
支
所
振
興
課
へ
提
出

く
だ
さ
い
（
持
参
、
郵
便
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
）。
様
式
自
由

・
郵
便　

〒
６
６
９
‐
６
７
９
２
新
温

泉
町
浜
坂
２
６
７
３
‐
１　

総
務
課

行
政
改
革
推
進
係

・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ　

82
‐
３
０
５
４

・
Ｅ
メ
ー
ル

　

info@
tow
n.shinonsen.hyogo.jp

◇
募
集
期
限　
　

10
月
26
日
（
水
）

◇
意
見
に
対
す
る
考
え
方
の
公
表

　

提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
す
る
町
の

考
え
方
を
11
月
上
旬
（
予
定
）
に
公

表
し
ま
す
。
な
お
、
意
見
の
提
出
者

に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ

ん
。

◇
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
改
革
推

進
係　

℡
82
‐
３
１
１
１

迅
速
な
対
応
を
進
め
る
。

▪
温
泉
公
民
館
業
務
を「
地
域
振
興
課
」

の
所
管
と
し
、
組
織
の
簡
素
化
・
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
、
総
合
支
所
を
支

所
機
能
と
生
涯
学
習
機
能
を
併
せ
持
つ

地
域
活
性
化
の
拠
点
と
す
る
。

︿
災
害
発
生
時
の
防
災
体
制
整
備
﹀

▪
本
庁
及
び
支
所
に
従
来
ど
お
り
消

防
・
防
災
担
当
を
置
く
と
と
も
に
、
災

害
発
生
時
の
職
員
配
備
体
制
に
つ
い
て

地
域
担
当
制
を
導
入
す
る
な
ど
し
て
見

直
し
、
初
動
体
制
の
迅
速
化
を
図
る
。
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８
月
の
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
町
民
運
動
」
推
進
強
調
月

間
中
に
、
８
地
区
と
６
団
体
で
人
権
学
習
会
を
開
催
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
６
４
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
学
習
会
で
は
、「
い
の
ち
と
人
権
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
人
権
啓
発
ド
ラ
マ
「
ク
リ
ー
ム
パ
ン
」
を
視
聴
後
、
町
人
権
啓
発
指

導
員
に
生
活
の
中
で
人
権
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
学
習
会
に
出
席
し
た
感
想
や
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

　

身
近
な
地
域
や
団
体
で
、
人
権
学
習
会
の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
人
権
学
習
の
機
会
を

　
　
　
　「
い
の
ち
と
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
会
　
６
４
２
人
が
参
加

　

各
種
ビ
デ
オ
上
映
、
講
師
・
助
言
者

の
派
遣
、
ビ
デ
オ
の
貸
出
等
（
無
料
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

―
問
い
合
わ
せ
―

　

文
化
会
館　

℡
82
‐
３
３
２
８

人
権
啓
発
ド
ラ
マ　
　
　

「
ク
リ
ー
ム
パ
ン
」
と
講
話 

感
想
・
意
見
（
一
部
抜
粋
）

■
人
と
人
の
つ
な
が
り
は
本
当
に
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
で
き
る
こ

と
を
よ
く
考
え
て
、
行
動
や
発
言
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
い
の
ち
の
大
切
さ
、
今
を
生
き

る
大
切
さ
を
、
今
回
の
ビ
デ
オ
で
あ

ら
た
め
て
感
じ
ま

し
た
。

■
私
た
ち
の
時
代

は
、
隣
近
所
に
お

せ
っ
か
い
お
ば
さ

ん
が
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
、
他
人
の

こ
と
は
見
て
見
ぬ

ふ
り
を
す
る
と
い

う
若
者
た
ち
の
多

い
こ
と
。
こ
れ
も

核
家
族
が
増
え
た
た
め
で
し
ょ
う

か
。
根
底
に
は
教
育
が
重
要
か
と
思

い
ま
す
。

■
複
雑
な
社
会
環
境
の
中
で
孤
立
し
、

人
と
の
関
わ
り
を
持
た
な
く
な
る

と
、
そ
の
反
動
が
弱
い
立
場
の
人

に
向
け
ら
れ
る
よ
う
だ
。
人
と
人
と

の
関
わ
り
が
人
権
を
生
み
だ
す
原
点

で
あ
る
と
思
う
。
自
分
自
身
の
努
力

も
大
切
で
あ
る
が
、
相
手
の
立
場
に

立
っ
て
意
見
を
聴
く
こ
と
が
、
バ
ラ

ン
ス
感
覚
を
養
い
、
豊
か
な
人
間
性

を
生
み
だ
す
原
点
に
な
る
と
思
う
。

■
小
さ
い
子
ど
も
を
虐
待
す
る
の
は
お

か
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
パ
ー
ト

ナ
ー
が
虐
待
を
見
逃
し
て
お
き
な
が

ら
、
３
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
で
し
ょ

う
か
。
自
分
が
幸
せ
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
ら
、
他
の
人
の
こ
と
も
考
え

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
地
域
で
困
っ
て

い
る
人
が
い
な
い

か
気
を
つ
け
て
み

た
い
で
す
。

■
児
童
虐
待
は
実
際
に
聞
い
た
こ
と
も

経
験
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
他
人
事
で
し
た
。
で
も
、
学

習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
関

わ
り
は
大
切
で
、
出
逢
い
で
つ
な
が

り
も
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

時
に
は
お
せ
っ
か
い
も
必
要
な
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

■
日
頃
の
勉
強
不
足
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
お
せ
っ
か
い
の
線
引
き
、

人
権
感
覚
を
考
え
な
が
ら
実
行
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多くの参加者が集まった諸寄地区学習会
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　数年前から草
原化が始まった
上山高原ですが、
木々が伐りはら

われ、陽射しが地面に届くようになったからでしょ
うか、高原性の野草が勢いよく自生地を広げていま
す。とりわけホクチアザミ（火口薊）の繁茂は素晴
らしく、可愛い花の群落を見るたび、ときめきさえ
覚えます。アザミの仲間は種類が多く属名もあれこ
れに分れ、名前を特定するのは難しいのですが、こ
れはトウヒレン属に入り、草丈が 30~50㎝ほどで
小さく、棘もほとんどないのでよく分ります。
　淡い赤紫色の頭花は直径 13~16㎜、幅は 8~13㎜、
葉は根

こん

生
せい

葉
よう

が長三角形で 10~15㎝、茎に付く葉は
だんだんと細くなります。葉裏に白い綿毛を密生さ
せていますが、この葉裏の毛を集めて乾燥させたも
のを煙草の火口（ほくち）として利用していたこと
が、名前の語源となっているそうです。10 年ほど
前までは兵庫県のレッドリストに挙げられるほど絶
滅を危惧されていたことを思えば、復活した現在は
なおさら可愛く印象深く思えます。
　10 月に入った上山林道の道沿いでは、今年もス
スキの隙間を縫って、小さな赤紫色のアザミたちが
秋風に揺れていることでしょう。
　　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

 

ホ
ク
チ
ア
ザ
ミ

　
　
　
　（
キ
ク
科
）

 野草散歩（10)   
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

【控除証明書専用ダイヤル】
▽（０５７０）０７０ ‐ １１７　
　※一般の固定電話の場合、市内通話
　　料金で利用できます。
▽ＩＰ電話・ＰＨＳからは、
　　（０３）６７００ ‐ １１３０
▽利用期間
　平成 23年 11月 1日（火）から
　平成 24年 3月 15日（木）まで

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

　
　
　
　
　

が
必
要
で
す

■
国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
の
年
の
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納

付
（
納
付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
保
険

料
の
全
額
が
、
所
得
税
・
住
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

■
控
除
証
明
書
は
10
月
下
旬
に

送
付

　

今
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本

年
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
日
本
年

金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必

ず
こ
の
証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
納
付
さ
れ

た
方
に
は
、
来
年
２
月
上
旬
に
同
様
の

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

■
家
族
の
保
険
料
を
納
め
て
い

る
方

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
は
、
そ
の
納
付
額
の
全
額
を

納
付
し
た
方
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
場
合
は
、

家
族
あ
て
に
送
付
さ
れ
た
控
除
証
明
書

を
年
末
調
整
な
ど
の
申
告
書
に
添
付
し

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

―
問
い
合
わ
せ
―

　

日
本
年
金
機
構

　
　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）

　
　

22
‐
０
９
４
５
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加藤文太郎
記念図書館

「10月のおすすめの本」
ご案内

自炊男子
佐藤剛史著／現代書林

大学生の僕は、コンビニ弁当とまずい学
食で暮らす日々の中で、一人の女の子の
言葉から「食べることは、作る人の命を
いただくこと」に気づく。自炊男子とし
て目覚めた僕の、人間としての成長を通
して描かれる、大切な何かがきっと見つ
かる感動の物語。

田部井淳子の
人生は８合目からがおもしろい

　田部井淳子著／主婦と生活社
人生は60歳からがおもしろい！元祖 “山
ガール ” の田部井さんは、70 歳の誕生
日をヒマラヤで迎え、シャンソンのコン
サートを開き、まさに第２の青春真っ盛
り。山で発見した乳がんを乗り越えた彼
女が、人生を 120 パーセント楽しむ日々
の秘訣を大公開。

干し野菜百科
　濱田美里著／河出書房新社

野菜をもっと楽しんでみませんか。干し
た野菜は、保存がきいてエコなうえに、
栄養も旨みもアップして沢山食べられる
など良いことがいっぱいです。この本で
は６６種の野菜の切り方、干し方、保存
法と、干し野菜で作る簡単料理８２レシ
ピを紹介。

ごはんのとも
わたなべあや絵／アリス館

白いごはんが美味しい季節です。「ご飯の
とも」はなんでしょうか？まあちゃんが
冷蔵庫を開けると、たらこ、なっとう、
おつけもの…と「ご飯のとも」が大集合。
家族そろって楽しい朝ごはんのはじまり
です。食べる楽しさを伝える絵本。

ゆめちゃんのハロウィーン
　　　　高林麻里作・絵／講談社

10月31日はハロウィーンです。ニュー
ヨークで暮らす、ゆめちゃんは、今年はじ
めてハロウィーンのお祭りをすることにな
りました。さっそくお母さんと飾り付けや
衣装を考えます。わくわく、どきどきがいっ
ぱいの素敵な絵本。

…… 特別おはなし会 　　        　      
　「ぶんちゃんのおはなしポケット」のメ
ンバーと職員による特別おはなし会。
何が飛び出すか、お楽しみ！

 テーマ　『秋のおはなし』 
　◆とき　10月16日（日）午後２時～

おはなし会　　　　　           
　絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単
な折り紙などをします。お子さんと一緒
に参加しませんか。

 『しりとりレストラン』 他
　◆とき　11月12日（土）午後2時～

休館日のお知らせ　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時
＊リクエストや予約したい本があり
ましたら気軽にお問い合わせくださ
い。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（10月号） 22

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

休館日
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▼
問
い
合
わ
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

た
た
ら
ば
と
栃
の
郷
　

　
　
　
　
　
久
斗
山

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ ⑰

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

Ｍ
さ
ん
（
78
歳
）
女
性

　
「
東
北
の
震
災
で
金
属
が
不
足
し
て

い
る
。
家
に
余
っ
て
い
る
貴
金
属
を

売
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。」
と
男
性
が

訪
ね
て
き
た
。

　

人
助
け
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
と
、
指

輪
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
数
点
見
せ
た
。

　

男
性
は
、
全
部
で
１
万
５
千
円
と
言

い
、
お
金
を
置
い
て
指
輪
や
ネ
ッ
ク
レ

ス
を
持
っ
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

落
ち
着
い
て
考
え
る
と
、
大
切
な
思

い
出
の
あ
る
指
輪
な
の
で
返
し
て
も
ら

お
う
と
思
っ
た
が
、
連
絡

先
が
分
か
ら
な
い
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

き
る
だ
ろ
う
か
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は

　
　
　
　

   

で
き
ま
せ
ん

　

今
回
の
場
合
は
、
訪
問
販
売
で
は
な

く
訪
問
買
取
り
に
な
り
、ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
買
取
り
業
者
に
よ
っ
て
は
、

業
者
名
を
名
乗
ら
な
い
場
合
も
多
く
、

業
者
と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

 
人
助
け
の
つ
も
り
が
・
・
・
訪
問
買
取
り
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　
　
　

な
ど
、
買
い
戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。

◆
不
意
打
ち
で
勧
誘
さ
れ
る
た
め
、
買

い
取
り
価
格
が
妥
当
か
ど
う
か
の
判

断
が
難
し
い
。

◆
買
い
取
っ
た
物
品
の
明
細
書
を
出
さ

な
い
業
者
が
多
い
。

◆
１
万
円
を
超
え
る
買
取
り
の
場
合

は
、
売
り
手
の
健
康
保
険
証
や
免
許

証
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
個
人
情
報
が
悪
用
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

一
人
で
業
者
に
応
対
す
る
の
は
避

け
、
家
族
や
近
所
の
方
に
同
席
を
求
め

る
な
ど
十
分
に
注
意
し
、
必
要
が
な
け

れ
ば
毅
然
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

町
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

池ヶ平にある安泰寺（写真左）
久斗川の清流（写真右）

　

久
斗
川
上
流
の
久
斗
山
の
村
中
を
横

断
す
る
湯
村
断
層
か
ら
上
流
部
は
、
矢

田
川
流
紋
岩
層
で
す
。
川
沿
い
に
は
深

成
岩
の
花
崗
岩
が
露
出
し
て
い
て
、
最

上
流
の
本
谷
で
は
「
た
た
ら
場
」（
製

鉄
し
た
跡
）
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

湯
村
断
層
よ
り
北
側
の
池
ヶ
平
の
谷

で
は
、
安
山
岩
や
礫
岩
、
泥
岩
の
地
層

が
重
な
り
、
池
ヶ
平
（
標
高
約
３
０
０

ｍ
）
の
斜
面
で
は
泥
層
か
ら
タ
ニ
シ
な

ど
淡
水
の
貝
化
石
や
植
物
化
石
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

標
高
約
３
５
０
ｍ
の
安
泰
寺
周
辺
で

は
ク
ロ
ボ
ク
の
中
か
ら
縄
文
時
代
の
住

居
跡
や
土
器
・
石
器
な
ど
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
流
域
は
ト
チ
や
ブ
ナ
な
ど

の
森
と
清
流
が
美
し
い
山
村
の
郷
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 23年 9月 20日現在

広報しんおんせん（10月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（兵庫県北部）
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18以上 136～ 182

（町内全域）
鳥取信用金庫 営業・事務職 39以下 134～ 190
マツイ機器工業 配送 不問 150～ 180
㈱コメリ 販売員 27以下 156～ 190

（浜坂地域）
日本精機宝石工業㈱ 事務員 40以下 126～ 134

生産作業 40以下 124～ 134
株本建設工業㈱ 一般事務 30以下 186～ 216
㈱マルワ渡辺水産 フロント 不問 138～ 173
㈱リフティングブレーン 食品の包装 不問 162～ 171
㈱重機建設水田組 現場管理者 59以下 185～ 280
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院

看護補助 不問 133～ 138
看護師 不問 180～ 215

㈱エコール鳥取 塾講師 59以下 150～ 250

たじま農業協同組合
金融窓口業務 不問 130
ケアマネー
ジャー 不問 193

㈱隆栄水産

ウェイター　
ウェイトレス 不問 127～ 170
販売員 不問 160～ 230
営業 不問 190～ 300
一般事務 不問 140～ 160
調理師 不問 230～ 280

浜坂町漁業協同組合 鉄工係 40以下 150～ 160
フジコン食品㈱ 計量包装 不問 138～ 156
㈱たじみや 食品工場作業員 59以下 129

事務員 59以下 145～ 180
㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 125

（温泉地域）

㈱西沢製作所 営業 不問 133～ 143
溶接工 39以下 133～ 143

㈱朝野家 販売係 59以下 140～ 160
㈱御やどゆもと 客室係 59以下 176
湯村温泉観光協会 一般事務

観光ガイド 不問 150
㈱井筒屋 客室係 60以下 231～ 256
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

准看護師 不問 169～ 188
正看護師 不問 176～ 205

㈱温泉町夢公社 調理師 30以下 140～ 170
富士綜合警備保障㈱ 機動パトロー

ル機械警備員 18～40 150～ 190
㈱寿荘 客室係 不問 176
㈱とみや旅館 調理人見習 不問 150～ 200
社会福祉法人春来福祉会　
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 156～ 178
看護師 不問 152～ 245

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（兵庫県北部）
神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900～1,000
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18以上 740～1,000

（町内全域）
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 1,050～ 2,180

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産

配送係 不問 750～ 800
事務員 不問 800
青果 不問 750～ 900
惣菜 不問 750～ 900
鮮魚 不問 750～ 900
レジ係 不問 750～ 850
フロアスタッフ 不問 800

㈲富士建設 介護職員 不問 850～ 950
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850～1,500

㈱マル海渡辺水産
フロアスタッフ 不問 750～1,000
販売店員 不問 750～1,000
事務員 不問 800～1,000

ゴダイ㈱ 販売 不問 735～ 835
㈱コメリ 販売員 不問 750
㈱隆栄水産 一般事務 不問 800～ 850
社会福祉法人尚徳会……特別養
護老人ホーム………はまさかの里 看護師 不問 1,220～ 1,250
冨士綜合警備保障㈱ アンケート調査員 不問 1,000～ 1,250
㈱トヨダ 販売員 不問 740～880

食品加工 不問 740
（温泉地域）
ケービックス㈱ クリンクルー 不問 735～ 800
㈱井筒屋 朝食係 不問 850
㈱西沢製作所 溶接工 不問 739

作業員補助 不問 739
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

介護補助員 不問 950～1,000
正看護師 不問 1,200～ 1,400
准看護師 不問 1,200～ 1,400

若
者
の
定
住
を
応
援
し
ま
す

定
住
促
進
住
宅
取
得
助
成
金

　

新
温
泉
町
内
の
若
者
定
住
、
Ｕ

タ
ー
ン
の
促
進
の
た
め
、
住
宅
新
築

や
増
改
修
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

▼
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
、

工
事
請
負
（
売
買
）
契
約
を
行
う

こ
と

・
町
内
在
住
の
満
40
歳
以
下
の
方

・
申
請
か
ら
３
か
月
以
内
に
町
内
に

居
住
さ
れ
る
方

※
賃
貸
住
宅
や
法
人
所
有
の
住
宅
、

公
共
事
業
に
よ
る
移

転
の
場
合
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

▼
助
成
金
の
額

　

新
築
50
万
円

　

増
築･

改
修
25
万
円

▼
そ
の
他　

申
請
要
件

や
必
要
書
な
ど
、
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

商
工
観
光
課

　
　

商
工
労
政
係　

　

℡
82
‐
５
６
２
５
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H23（2011）.10.13

　
―
農
業
委
員
会
情
報
№
68

　
集
落
営
農
で
農
業
・
農
村
・
地
域
を
守
ろ
う
！

広報しんおんせん（10月号）

―
問
い
合
わ
せ
―

　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

　全国農業新聞を
    読んでみませんか

　
　　
　

◆ 毎週金曜日発行
　◆ 月額　6 ００円
　農業のヒントになります
　購読の申込みは、
　………農業委員会事務局か　
　…………地元農業委員へ

農
業
を
守
る
集
落
営
農

　

今
、
農
業
は
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
農
業
・
農
村
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
町
農
林
水
産
課
と

県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
美
方

郡
で
進
め
ら
れ
て
い
る
集
落
営
農
に
つ

い
て
真
剣
に
考
え
よ
う
と
、
現
在
、
美

方
郡
内
活
動
中
の
組
織(

集
落)

の
更

な
る
展
開
と
未
組
織
集
落
多
数
の
参
加

を
喚
起
し
、
年
度
内
３
回
の
研
修
会
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

集
落
営
農
の
意
義

　

私
た
ち
の
地
域
で
は
、
多
く
の
熟
年

夫
婦
が
稲
作
を
し
て
い
ま
す
。
お
一
人

が
体
調
を
崩
さ
れ
た
ら
、
と
た
ん
に
米

作
り
が
で
き
な
く
な
り
、
田
ん
ぼ
が
荒

れ
て
い
く
現
実
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

代
行
す
る
人
も
手
一
杯
に
な
っ
て
守
り

き
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
現
実
を
少
し
で
も

食
い
止
め
た
い
、
困
っ
た
時
の
備
え
の

仕
組
み
づ
く
り
、
そ
れ
が
集
落
営
農
だ

と
考
え
ま
す
。

目
標
は
、
集
落
の
農
地
を

　
　

    

区
民
で
守
る
こ
と

　

新
し
く
農
機
具
を
買
う
の
で
は
な

く
、
今
集
落
に
あ
る
機
械
の
有
効
活
用

を
考
え
る
こ
と
、
集
落
の
中
か
ら
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
募
る
こ
と
で
す
。
若
い
世

代
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
地
域
の
救
世
主

と
い
え
ま
す
。
集
落
存
続
の
責
任
を
分

担
し
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

集
落
営
農
は
、
農
家
・
非
農
家
の
別

な
く
、
年
齢
、
男
女
の
性
別
を
問
わ
ず
、

希
望
者
は
全
員
参
加
、
生
涯
現
役
、
張

り
あ
い
を
も
っ
て
働
き
、
報
酬
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
個
別
農
家
で

は
過
大
投
資
に
よ
る
赤
字
も
出
ま
す

が
、
集
落
営
農
は
効
率
的
で
手
取
り
も

生
ま
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

集
落
営
農
の
成
否
の
鍵
は
女
性
た
ち

の
参
加
と
活
躍
で
す
。

集
落
営
農
は　
　
　
　

　
　

   

村
づ
く
り
の
一
つ

　

村
づ
く
り
が
進
む
時
、
集
落
農
業
も

少
し
前
向
き
に
進
み
ま
す
。
ま
ず
は
、

楽
し
く
明
る
い
村
づ
く
り
活
動
を
進

め
、
集
落
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
具
体
的
に
は
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

子
ど
も
た
ち
を
交
え
た
イ
ベ
ン
ト
、
郷

土
芸
能
の
復
活
な
ど
へ
の
取
組
み
が
あ

り
ま
す
。
新
た
に
○
○
営
農
組
合
と
い

う
組
織
を
作
ら
な
く
て
も
、
今
あ
る
農

会
活
動
組
織
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
十

分
で
す
。
区
長
や
役
員
を
交
え
て
検
討

し
、
区
全
体
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
。

　

集
落
営
農
の
倒
産
例
は
無
し
！

　

集
落
営
農
は
倒
産
し
な
い
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り
、
法
人
化
し
た
方
が
さ
ら

に
良
く
、
メ
リ
ッ
ト
は
有
っ
て
も
デ
メ

リ
ッ
ト
は
無
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

研
修
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
、
二
人

以
上
の
出
席
が
集
落
展
開
に
役
立
ち
ま

す
。

■
新
温
泉
町
で
は
現
在
19
組
織
■　
　

　
　
　
　
　
（
営
）
は
営
農
組
合
の
略

清
富
営
、
田
君
バ
イ
カ
モ
楽
農
会
、
海

上
営
、
切
畑
営
、
桐
岡
集
落
営
、
多
子

営
、
丹
土
集
落
営
、
井
土
集
落
営
、
中

辻
集
落
営
、
春
来
営
、
塩
山
営
、
岸
田

営
、
青
下
営
、
飯
野
営
、
千
原
営
、
鐘

尾
営
、
福
富
営
、
藤
尾
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

部
会
、
用
土
農
会
オ
ペ
レ
ー
タ
部
会

集落営農の若手オペレーターによる収穫作業（照来ほ場）



26

浜坂走ろう会主催の 12時間チャリティマラソンが 9
月 4日、松林周回コース（1周 1.1㎞）で行われました。
但馬各地から駆けつけたランナー延べ約 100 人が参加。
1本のタスキを走りつなぎ、東日本大震災を支援しよう
と義援金を寄せていました。
同会は、今年結成 30周年を迎えました。まちづくり
やボランティア活動も積極的に行っており、平成２年に
24時間でスタートしたチャリティマラソンも今年は 22
回を数えました。

地元ガイドが活躍　ジオパークツアー 

白砂の上でビーチサッカー大会
　ビーチサッカー FESTA2011……IN 山陰海岸…shin-onsen
が 8 月 27 日・28 日、浜坂県民サンビーチ特設会場で
開催されました。ビーチスポーツの普及と青少年の健全
育成を目的に行われているもので、今年は 4部門に県
内外から 63チームが参加。砂にまみれた熱戦が繰り広
げられ、女性や小学生のボールを必死に追う姿も見られ
ました。ふれあいビーチサッカー教室では、少年サッカー
チームの子どもたちが、真剣な表情でプロの実技指導を
受けていました。

　９月15日、浜坂子育て支援センターで、浜坂地区婦人
会による「おはぎづくり」が開催されました。若者世代に
伝統料理を引き継ごうと行われたもので、乳幼児とその父
母ら 55人が参加。浜坂地区婦人会員 13人の指導を受け
ながら、あんこやゴマなど５種類のおはぎを作りました。
　エプロンをつけた子どもたちも、ごはんをこねたりき
なこや青のりをつけたりと一緒に楽しみました。初めて
おはぎを食べる子どもや初めて作る親世代もあり、伝統
料理を伝承する大切さを実感していました。

孫の世代へ おはぎ作り

H23（2011）.10.13

広報しんおんせん（10月号）

12 時間チャリティマラソン

　初めての取組みとなる「現地ガイドの案内でめぐる新
温泉ジオツアー」が９月 18日、町ジオパークネットワー
クの企画で行われました。
　昨年から研修を重ねてきたボランティアガイドが、名
勝天然記念物「但馬御火浦」の中心にある三尾地区の自
然や歴史、山陰本線「桃観トンネル」の成り立ちなどを
紹介しました。参加者らはガイドの説明に耳を傾け、「そ
の地に生活する人の説明は、よく理解できた。地域の再
発見にもつながった。」と満足そうに話していました。
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　　　　　　　　　　燃やせ浜中魂

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（10月号）

八田小学校　最後の運動会

　９月11日、浜坂中学校で秋季大運動会が開催され、生徒たちは「燃
やせ浜中魂～新しい歴史を拓け～」のテーマの下で、練習の成果を
発揮して演技や競技に汗を流しました。
　全校生徒で行った「組み体操～美と力の競演～」では、倒立やバ
ランスなどの力技もしっかりこなし、揃った演技を披露。難しい演
技が決まるたびに保護者らから拍手を浴びていました。

　歌人前田純孝が明治 44年（1911）に亡くなり、今
年で 100 年になります。命日にあたる９月 25日、浜
坂先人記念館主催の「追悼歌碑めぐり」が行われ、町
内外から 35名の参加がありました。
　作家で歌人の有本倶子さんの案内で、町内に設置さ
れている歌碑や諸寄基幹集落センターの資料室を見学

しました。諸寄
共同墓地では、
参加者らが前田
家の墓碑に手を合わせ、純孝の霊を慰めていました。

前田純孝没後１００年歌碑めぐり

　９月 15日、久谷の八幡神社で県指定重要無形民俗文化財の「久
谷ざんざか踊り」が奉納されました。踊り手の中高生８人は７月下
旬から練習を続けており、縞絣の単衣に一文字笠をかぶり、腰に平
太鼓をつけ、切り子下駄をはいて、古式ゆかしい踊り披露しました。
高校３年の土肥彰宏さんは「踊るのは今年で最後。７月から中学生
の指導をしてきた。寂しい気持ちもあるが、後輩たちがしっかり
伝統を引き継いでくれると思う。」と満足げな表情でした。昭和 33
年に保存会を組織し、中高生がその踊りを引き継いでいます。

中高生が受け継ぐ「久谷ざんざか踊り」

　「最後まで心をひとつに八田の子」をテーマに９月 18
日、八田小学校で秋季大運動会が開催されました。来年
に小学校統廃合を控えているため、最後の運動会となり
ます。全校児童 21人が十字の綱を引く綱引きや、岸田
川やアユ釣り、蒲生トンネルなど八田ならではの関門を
突破してゴールを目指す障害物競走などに力を合わせま
した。
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夢ホール人形劇鑑賞会

「三びきのやぎのがらがらどん」 
　　　　　「ぼちぼちいこか」   

　知恵と勇気で闇の怖れを乗り越えるお話「三びき
のやぎのがらがらどん」と失敗にめげずいろいろ挑
戦する重量級のカバ君のお話「ぼちぼちいこか」の
人形劇です。物語からあふれる心のシャワーを浴び
て、お子様と一緒に泣いたり笑ったりしてください。
◇とき　10月 22日（土）午後２時～
　　　　　　　　　　　　…午後１時 30分開場
◇ところ　夢ホール
◇出　演　劇団プーク
◇前売券　３歳以上
　　　　300 円（当日 500 円）
◇チケット販売所　
　　　　　夢ホールプレイガイド
　　　　　　　―問い合わせ―
　　　　　温泉公民館　℡ 92‐ 1870

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H23（2011）.10.13

ご
案
内

広報しんおんせん（10月号）

新
温
泉
町
恒
久
平
和
　

　
　
祈
念
式
の
ご
案
内

　

戦
没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
平
和
を
求

め
て
「
新
温
泉
町
恒
久
平
和
祈
念
式
」

を
開
催
し
ま
す
。
戦
没
者
ご
遺
族
の
方

を
は
じ
め
、
広
く
町
民
の
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
11
日
（
金
）

　
　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

　

当
日
は
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
ま
す
。

（
一
部
地
域
を
除
く
）

　

送
迎
バ
ス
の
集
合
場
所
・
時
間
等
は
、

10
月
27
日
発
行
の
お
知
ら
せ
版
に
掲

載
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

福
祉
課
福
祉
係　

℡
82
‐
５
６
２
０

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
　

　「
木
い
ち
ご
」
作
品
展

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
「
木
い
ち
ご
」

を
主
宰
す
る
中
井
美
佳
さ
ん
（
湯
）
の

作
品
を
は
じ
め
、
教
室
受
講
生
の
作
品

１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。
心
を
込
め

て
作
っ
た
小
物
や
バ
ッ
グ
、
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
15
日（
土
）～
28
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

　
　

毎
週
月
曜
日
休
館　

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

　

℡
93
‐
０
８
８
８

浜
坂
ふ
れ
あ
い
感
謝
祭

自
慢
の
農
産
物
を
出
展

　

農
産
物
品
品
評
会
、
即
売
会
の
ほ

か
、
ピ
ー
マ
ン
つ
か
み

ど
り
や
餅
ま
き
な
ど

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

▼
と
き　

　

10
月
29
日
（
土
）
午
前
9
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
浜
坂
支
店
前

▼
問
い
合
わ
せ　

た
じ
ま
農
業
協
同
組
合
浜
坂
総
合
支
店

　
　

℡
82
‐
３
１
３
１

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

肌
チ
ェ
ッ
ク
と
ス
キ
ン
ケ
ア
指
導

▼
と
き　

　

10
月
21
日(

金)

午
前
10
時
30
分
～

▼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ポ
ー
㈱
美
容
部
員

▼
募
集
人
員　

先
着
10
名

▼
参
加
費　

無
料(

た
だ
し
、
所
定
の

　

入
館
料
が
必
要
で
す)

▼
応
募
期
限　

10
月
19
日(

水)　

▼
問
い
合
わ
せ　

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

　

℡
92
‐
２
０
０
２
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第７回新温泉町文化祭
　　　　　　　　　　メインテーマ「ゆとりと潤い・文化創造の町」

浜 坂 会 場
会場：浜坂多目的集会施設

温 泉 会 場
会場：町民センター、夢ホール

作　品　展 10 月 29 日（土）～ 11 月 1 日（火）
　午前 9 時～午後 6 時（最終日は正午まで）

11 月  1 日（火）～ 3 日（木・祝）
　午前 9 時～午後５時（最終日は午後 3 時まで）

お　茶　席 10 月 29 日（土）午前 9 時～午後 4 時
　裏千家淡交会浜坂地区（米村宗翆社中）

11 月  3 日（木・祝）午前 9 時～午後 3 時
　裏千家茶道教室「なごみ」

菊　花　展 10 月 29 日（土）～ 11 月  3 日（木） ―

バザー・催し

10 月 29 日（土）①午前 10 時～②午後 1 時～
　浜坂地域くらしの会
　　「ホウ酸ダンゴ作り」参加無料
10 月 30 日（日）
　浜坂地域くらしの会
　　「味わいコーナー」カレーライス（300 円）
　町いずみ会浜坂支部
　　手作り八つ橋（100 円）黒豆寿司（250 円）

11 月  3 日（木・祝）午前 9 時～午後 4 時
　「味わいコーナー」
　　家庭料理の達人が心をこめて作ります
　　うどん、百才鍋、巻きずしなど
　地元の特産品、農産物、手作りマスコットや手
　　芸作品の販売やリサイクルバザー
　「ちびっこ広場」
　　ストラックアウト、スーパーボールすくい等
11 月 3 日（木・祝）午後 3 時 15 分～ 50 分
　「お楽しみ抽選会」

文化講演会 11 月   2 日（水）午前 10 時～ 11 時 30 分
　講師：山陰海岸ジオパーク館　谷本勇館長

11 月  3 日（木・祝）午後 1 時 30 分～
　講師：山陰海岸ジオパーク館　谷本勇館長

舞 台  発 表 11 月   3 日（木・祝）午前 10 時～
11 月  3 日（木・祝）午前 10 時～
　子どもコーラス、舞踊、村芝居などバラエティ
　に富んだ芸能発表

問い合わせ 浜坂公民館　℡ 82-4339 温泉公民館　℡ 92-1870

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

移
動
図
書
館
車
巡
回
日
の
変
更

　

11
月
第
1
金
曜
日
の
移
動
図
書
館
車

「
さ
さ
ゆ
り
号
」
の
運
行
を
変
更
し
ま

す
。

▼
運
行
日

　

変
更
前　

11
月
4
日
（
金
）

　

変
更
後　

11
月
7
日
（
月
）

▼
対
象
地
域

　
　

湯
～
春
来
方
面

人
形
劇
公
演

　

鳥
取
大
学
人
形
劇
研
究
会
に
よ
る
人

形
劇
「
こ
こ
ろ
ん
」、「
大
き
な
岩
」
と

楽
し
い
ゲ
ー
ム
。
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

▼
と
き　

10
月
15
日(

土)

午
後
２
時
～

文
太
郎
鍋

　

加
藤
文
太
郎
に
ち
な
み
、
具
だ
く
さ

ん
の
み
そ
仕
立
て
の
鍋
で
す
。
毎
年
、

大
好
評
の
鍋
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
無

料
。

▼
と
き　

　

10
月
15
日(
土)

　
　
　
　

午
後
３
時
～

「
山
の
声
～
あ
る
登
山
者  

　

  

の
追
想
」
朗
読
公
演

　

孤
高
の
登
山
家
・
加
藤
文
太
郎
を
描

い
た
朗
読
公
演
で
す
。

▼
と
き　

10
月
16
日
（
日
）

　

①
昼
の
部　

午
後
３
時
30
分
～　

　

②
夜
の
部　

午
後
６
時
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館
以
命
亭

▼
入
場
料　

前
売
券
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日
は
１
０
０
円
増
）

―
問
い
合
わ
せ
―

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

ク
リ
ス
マ
ス
組
み
木
教
室

　

お
好
み
の
ク
リ
ス
マ
ス

デ
ザ
イ
ン
で
、
電
動
糸
ノ

コ
を
使
っ
て
作
り
ま
す
。

▼
と
き

（
い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
）

①
経
験
者
コ
ー
ス　

11
月
12
日
（
土
）

②
初
心
者
コ
ー
ス　

11
月
13
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

　

木
の
殿
堂
（
香
美
町
村
岡
区
和
池
）

▼
募
集
人
員　

各
コ
ー
ス
14
名

▼
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　

木
の
殿
堂　

　

℡
（
０
７
９
６
）
96
‐
１
３
８
８
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10
月
は
土
地
月
間
　  

　

土
地
取
引
の
届
出
を
　

　
　
　   

お
忘
れ
な
く
！

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
土
地
の
投

機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、

適
正
で
合
理
的
に
土
地
を
利
用
す
る
た

め
、
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
出
制
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
取
引
を
し

た
場
合
、
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
２
週
間
以
内
に
町
を
経
由
し
て

知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
都
市
政
策
課　

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
７
７
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
４
７
３
９
）

　

建
設
課
都
市
整
備
係　

　

℡
82
‐
３
１
１
５

届出が必要な面積

都市計画区域

（浜坂地域）
……5,000㎡以上

都市計画区域以外

の区域（温泉地域）…
10,000㎡以上

小
学
６
年
生
ま
で
医
療

費
を
全
額
助
成
し
ま
す

　

小
学
４
年
か
ら
６
年
ま
で
の
お
子
さ

ま
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
方
、
乳
幼
児

医
療
費
受
給
者
証
の
交
付
申
請
は
お
済

み
で
す
か
？

　

兵
庫
県
は
、
こ
ど
も
の
健
全
な
育
成

を
支
援
す
る
た
め
、
こ
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
を
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
の
入
院
に
加
え
て
、
小
学
４
年

生
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
こ
ど
も
の

通
院
医
療
費
に
も
助
成
を
拡
大
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
伴
い
町
は
、
乳
幼
児
等
医
療

費
助
成
事
業
を
小
学
６
年
生
ま
で
拡
大

し
て
全
額
助
成
し
ま
す
。
通
院
と
入
院

と
も
に
窓
口
負
担
が
０
円
に
な
り
ま

す
。

■
小
学
４
～
６
年
生
は
手
続
き
が
必
要

　

申
請
に
よ
り
受
給
者
証
を
交
付
し
ま

す
。
受
給
者
証
交
付
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
中
学
生
の
入
院
医
療
費

　

中
学
１
年
か
ら
３
年
生
ま
で
は
、
こ

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
で
す
。

い
っ
た
ん
医
療
機
関
の
窓
口
で
自
己
負

担
分
を
支
払
い
、
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
手
続
き
窓
口

　

健
康
課　

℡
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　

℡
92
‐
１
１
３
１

対　象 内　容 旧  制  度 10 月 1 日～
新 制 度

乳幼児等
入院・通院
ともに
　全額助成

0 歳～
　小学3年

0 歳～
   小学 6 年

こ……ど……も 入院のみ
　全額助成

小学4年～
　中学３年

中学 1 年～
   3 年

所…得…制…限 な　し

お
知
ら
せ

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

献
血
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

　

10
月
25
日
（
火
）

　

㈱
ナ
カ
ケ
ー
白
川
店

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

　

フ
ジ
コ
ン
食
品
㈱　
　
　
　
　
　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

但
馬
の
健
康
と
福
祉
を

考
え
る
つ
ど
い　
　
　

　
　

認
知
症
セ
ミ
ナ
ー

　

認
知
症
は
、
誰
で
も
か
か
る
可
能
性

が
あ
り
、
認
知
症
の
正
し
い
理
解
が

人
々
の
安
心
し
た
生
活
に
つ
な
が
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
デ
ー
記
念
講
演
会
。
入
場
無
料

▼
と
き　

11
月
６
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

▼
と
こ
ろ　

但
馬
長
寿
の
郷

　
（
養
父
市
八
鹿
町
国
木
）

▼
講
演　
「
正
し
く
知
ろ
う
！
認
知
症

の
こ
と
～
認
知
症
高
齢
者
に
尊
厳
と

共
感
を
も
ち
、
相
手
を
受
け
容
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
～
」

　

講
師　

関
西
福
祉
科
学
大
学
准
教
授

　

都
村
尚
子
さ
ん

▼
定
員　

３
０
０
人

▼
申
込
方
法

　

10
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
長
寿
の
郷　

地
域
ケ
ア
課　

　

℡
０
７
９
（
６
６
２
）
８
４
５
６

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課
健
康
推
進
係

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０
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骨
粗
し
ょ
う
症
（
個
別
）　 

　
　
　
検
診
日
程
の
変
更

　

公
立
浜
坂
病
院
の
実
施
時
間
が
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

◇
火
曜
日

　
　

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　

午
後
１
時
～
２
時

◇
金
曜
日

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課
健
康
推
進
係

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
　
　

　
　
　
協
力
の
お
願
い

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会
は
、
文
化
祭

（
温
泉
会
場
）
で
バ
ザ
ー
を
開
催
し
、

そ
の
収
益
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

し
ま
す
。
バ
ザ
ー
に
出
品
す
る
品
物
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◇
バ
ザ
ー
開
催

　
　

11
月
3
日
（
木
・
祝
日
）

　
　

町
民
セ
ン
タ
ー
前
広
場

◇
寄
贈
い
た
だ
く
品
物

　

各
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
次
の
品
物
で

未
使
用
の
も
の

　

①
什
器
②
装
飾
品
③
手
芸
品
④
日
用

品
⑤
雑
貨
⑥
そ
の
他

　

た
だ
し
、
衣
服
と
食
料
品
は
除
き
ま

す
。

◇
出
品
の
受
付

　

温
泉
地
域
各
地
区
の
婦
人
会
長
、
区

長
、
温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
に
、

10
月
25
日
（
火
）
ま
で
に
お
届
け
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　

℡
92
‐
１
１
３
１

い
き
い
き
健
康
講
座
　

　  

高
尿
酸
血
症
に
つ
い
て

　

健
康
で
い
き
い
き
生
活
す
る
た
め

に
、
い
き
い
き
健
康
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

▼
内
容　
「
高
尿
酸
血
症
に
つ
い
て
」

　

八
田
診
療
所　

森
川
剛
志
所
長

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課
健
康
推
進
係

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０
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コ
ウ
ノ
ト
リ
翔
る
　
　

「
但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市
」

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
１
も
同
時
開
催
。
但
馬
の

お
い
し
い
食
や
物
産
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
大
集
合
で
す
。

▼
と
き　

11
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

▼
内
容　

▪
松
葉
ガ
ニ
や
但
馬
牛
の
丸
焼
き
な
ど

但
馬
自
慢
の
山
海
の
幸

▪
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ス
イ
ー
ツ
ス
ト
リ
ー

ト
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
和
・
洋
菓
子
）

▪
オ
ン
セ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー　

な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

　

但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市
実
行
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
８
６

よ
さ
こ
い
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
参
加
者
募
集

▼
と
き　

11
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

　

県
立
但
馬
ド
ー
ム　

特
設
ス
テ
ー
ジ

▼
参
加
資
格　

　

主
に
但
馬
地
域
に
居
住
・
勤
務
す
る

メ
ン
バ
ー
で
構
成
し
た
チ
ー
ム

　

そ
の
他
、
楽
曲
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
団
体
数　

18
チ
ー
ム

　
　
　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
応
募
締
切　

10
月
21
日
（
金
）

▼
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
に
記

　

入
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市

　
　
　
　

よ
さ
こ
い
コ
ン
テ
ス
ト
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
１
６

県
立
山
の
学
校
説
明
会

　

県
内
に
在
住
す
る
、
義
務
教
育
修
了

後
15
歳
か
ら
20
歳
ま
で
の
男
子
が
学

ぶ
、
修
学
期
間
１
年
の
全
寮
制
の
教
育

施
設
で
す
。
林
業
実
習
な
ど
の
体
験
活

動
を
通
し
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を

培
い
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
、
事
前

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

　

12
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

　

和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル

　

随
時
、
学
校
見
学
や
個
別
相
談
は
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
立
山
の
学
校　

　
　

兵
庫
県
宍
粟
市
山
崎
町
五
十
波

　

℡
（
０
７
９
０
）
62
‐
８
０
８
８
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草刈り機を使用した草刈り・枝きり・蛍光灯電球の交換・網戸、外の窓洗い・網戸、
障子の張り替え・家具の配置換え・台所、換気扇掃除・トイレ・浴室掃除・カビ取り・

簡単な補修仕事・パソコンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利
用いただけます。[ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　1km × 15 円や、
材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 
　事前予約をお願い致します。まずはお電話下さい。（お見積もり無料）
　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　　　　　　　　　　　　　Tel 　82-2896　　担当者直通電話　080-1908-5829　
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　お任せ下さい。安心、安全のサポート！！

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・

【広告】

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
キ
ノ
コ
観
察
会

　

上
山
高
原
や
畑
ヶ
平
高
原
に
は
た
く

さ
ん
の
キ
ノ
コ
が
出
て
き
ま
す
。
お
い

し
い
キ
ノ
コ
、
食
べ
る
と
病
気
に
な
る

も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　

専
門
家
を
招
い
て
の
観
察
会
で
す
。

▼
と
き　

10
月
30
日
（
日
）

　

午
前
8
時
50
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
集
合
場
所　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
参
加
費　

大
人　

千
円
、

　
　
　
　
　

小
中
学
生　

５
百
円

▼
募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具

▼
問
い
合
わ
せ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０

募
　
集

あ
な
た
も
里
親
に
　
　

　
　
　
な
り
ま
せ
ん
か

　
　

10
月
は
里
親
月
間

　

私
た
ち
の
身
近
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
で
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
家
族
の
一
員
と

し
て
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
深
い
愛
情
と

正
し
い
理
解
を
も
っ
て
育
て
て
く
だ
さ

る
「
里
親
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

■
里
親
の
種
類

▪
養
育
里
親　

子
ど
も
が
満
18
歳
に
な

る
ま
で
、
あ
る
い
は
家
庭
に
戻
れ
る

ま
で
の
間
、
養
育
し
ま
す
。（
一
定

の
事
前
研
修
が
必
要
）

▪
養
子
縁
組
里
親　

親
が
養
育
で
き

な
い
子
ど
も
を
養
子
と
し
て
育
て
ま

す
。

▪
親
族
里
親　

三
親
等
以
内
の
親
族

（
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
叔
父
叔
母

な
ど
）
が
育
て
ま
す
。

▪
専
門
里
親　

虐
待
な
ど
に
よ
り
心
身

に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
子
ど
も
な

ど
、
特
に
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
を

養
育
し
ま
す
。（
養
育
里
親
で
、
一

定
の
専
門
研
修
を
受
講
す
る
こ
と

必
要
）

▪
週
末
・
季
節
里
親　

週
末
や
正
月
、

夏
休
み
な
ど
に
、
児
童
養
護
施
設
の
子

ど
も
た
ち
を
一
時
的
に
預
か
り
ま
す
。

■
里
親
に
な
る
に
は

　

事
前
に
研
修
を
受
講
し
、
登
録
申
請

を
行
い
、
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

■
里
親
に
支
給
さ
れ
る
費
用　

　

里
親
手
当
、
生
活
費
、
学
校
教
育
費
、

医
療
費
な
ど
（
国
の
基
準
）

■
里
親
会　

　

里
親
を
会
員
と
す
る
団
体
で
、
里
親

制
度
の
発
展
と
里
親
相
互
の
親
睦
を
図

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
３
１
４

　　　毒キノコに注意しましょう

　
キノコには有毒成分を含むものがあり、間違え
て食べると、おう吐や下痢、めまいなどの中毒症
状になり、最悪の場合は死亡する場合もあります。
県内のキノコによる食中毒は、ほとんどが但馬地
区でのツキヨタケによるものです。

　
素人判断はやめて、食べられるかどうかわから
ないものは、絶対に食べないようにしましょう。

広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
有
料
広
告
募
集

◇
サ
イ
ズ　
　

１
枠　

縦
5
・
４
㎝
×

　

横
17
・
８
㎝（
ま
た
は
、そ
の
１
／
２
）

◇
広
告
料　

１
枠
１
回　
　
　

８
千
円

　

１
枠
２
回
（
ひ
と
月
）
１
万
５
千
円

◇
掲
載
基
準　

　
　

町
が
定
め
る
基
準
あ
り

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４
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し
ん
お
ん
せ
ん

編・集・後・記

今月号は「百」をキーワードに３つの話題を取り
上げました。記事にあるように、明治 44 年（1911）
には浜坂駅と居組駅が開業しています。（久谷駅は
翌年３月）また、歌人・前田純孝が同年９月に没
し、翌年１月に生まれた書家・宇野雪村は「（純孝と）
すれ違い也」と書いています。このほか明治 44 年
の出来事を調べてみると、10 月 24 日に「美方郡醸
酒業者組合」が設立され、町内に 31 人の杜氏がお
られたことがわかります。11 月 12 日には開通した
ばかりの鉄道を利用して、浜坂小学校児童 360 人が
修学旅行で鳥取市へ行っています。蒸気機関車の旅
はさぞや楽しいものだったでしょう。一方、今年の
小学 6 年生は 8 小学校合わせても 152 人で、新幹線
で修学旅行です。百年間の技術の大きな進歩と人口
減少に改めて気づかされました。ちなみに、町内の
100 歳以上の方は 15 人（10 月 5 日現在）おられます。

町ホームページに「歴史年表」を掲載して我が町
の歴史を紹介しています。興味のある方はアクセス
してみてください。

         ８月 16 日～９月 15 日届け出分　　（敬称略）

広報しんおんせん（10月号）

10 月号
vol.73

住　所 氏　　名 年　齢 死亡日住　所 氏　　名 保護者 出生日

H23（2011）.10.13

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
）

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
電

子
メ

ー
ル

     info@
tow

n.shinonsen.hyogo.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき●　
　10月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,640 人 （－   8）

　男 7,908 人 （－   4）

　女 8,732 人 （－   4）

世帯数 5,834 世帯 （－   2）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

町県民税第３期  納期限 11 月 1 日（火）
　　　　　　～口座振替をご利用の方は、残額のご確認をお願いします～

　　　　　　　　　　　　　兵庫県・役場税務課　℡８２ ‐ ３１１３　


